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〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
一
号

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及

び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
健
康
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〔
省

令
〕

〇
健
康
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
厚
生
労
働
一
五
一
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
共
済

運
営
規
則
の
一
部
変
更
、
日
本
私
立
学
校

振
興
・
共
済
事
業
団
共
済
規
程
等
の
一
部

変
更
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
裁
決
・
懲
戒

処
分
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
弁
護
士
名
簿

登
録
・
登
録
換
え
・
登
録
取
消
し
・
氏
名

変
更
・
職
務
上
の
氏
名
の
使
用
・
廃
止
・

記
章
紛
失
・
外
国
法
事
務
弁
護
士
名
簿
の

登
録
取
消
し
関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
・
取
上
げ
処
分
、

行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告
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健
康
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
資
格
確
認
書
の
交
付
等
）

（
資
格
確
認
書
の
交
付
等
）

第
四
十
七
条

（
略
）

第
四
十
七
条

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

７

第
三
十
六
条
及
び
こ
の
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
資
格
確
認
書
の
交
付
そ
の
他
の
手

続
に
つ
い
て
、
事
業
主
を
経
由
せ
ず
行
う
も
の
と
す
る
。

７

第
三
十
六
条
及
び
こ
の
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
資
格
確
認
書
の
交
付
そ
の
他
の
手

続
に
つ
い
て
、
事
業
主
を
経
由
せ
ず
行
う
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
、
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
、
第
三
号
ロ

か
ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
若
し
く
は
第
四
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し

く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
（
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
の
い
ず

れ
か
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
第
百
三
条
の
七
に
お
い
て
「
限

度
額
適
用
認
定
」
と
い
う
。）に
係
る
情
報
を
資
格
確
認
書
に
記
載
し
た
場
合
（
申
請
者
が
第
百
三
条
の
七
第

四
項
の
意
思
を
表
示
し
た
場
合
を
除
く
。）

二

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
、
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
、
第
二
号
ハ
若
し
く
は
ニ
若
し
く
は
第
三
号
ハ

若
し
く
は
ニ
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の

認
定
（
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対

し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
第
百
三
条
の
七
に
お
い
て
「
限
度
額
適
用
認
定
」
と
い
う
。）に
係
る
情
報

を
資
格
確
認
書
に
記
載
し
た
場
合
（
申
請
者
が
第
百
三
条
の
七
第
四
項
の
意
思
を
表
示
し
た
場
合
を
除
く
。）

三

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ワ
、
第
二
号
ワ
若
し
く
は
カ
、
第
三
号
ワ
若
し
く
は
カ
若
し
く
は
第
四
号

ハ
若
し
く
は
ニ
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
者

の
認
定
（
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限

る
。）（
第
百
三
条
の
七
第
一
項
及
び
第
百
五
条
に
お
い
て
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
」
と
い

う
。）に
係
る
情
報
を
資
格
確
認
書
に
記
載
し
た
場
合
（
申
請
者
が
第
百
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
た
場

合
を
除
く
。）

三

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
、
第
二
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
若
し
く
は
第
四
号

ロ
若
し
く
は
ハ
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
者

の
認
定
（
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限

る
。）（
第
百
三
条
の
七
第
一
項
及
び
第
百
五
条
に
お
い
て
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
」
と
い

う
。）に
係
る
情
報
を
資
格
確
認
書
に
記
載
し
た
場
合
（
申
請
者
が
第
百
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
た
場

合
を
除
く
。）

８

（
略
）

８

（
略
）

（
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

（
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

第
五
十
八
条

法
第
八
十
五
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
と
す
る
。

第
五
十
八
条

法
第
八
十
五
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
と
す
る
。

一

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ワ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

一

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

二

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ワ
又
は
第
三
号
ワ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

二

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ホ
又
は
第
三
号
ホ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

三

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
カ
又
は
第
三
号
カ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

三

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
又
は
第
三
号
ヘ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

（
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

第
六
十
二
条
の
三

法
第
八
十
五
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
と
す
る
。

第
六
十
二
条
の
三

法
第
八
十
五
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ワ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
（
第
六
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）

一

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
（
第
六
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）

二

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ワ
又
は
第
三
号
ワ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
（
第
六
号
に
該
当
す
る
者

を
除
く
。）

二

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ホ
又
は
第
三
号
ホ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
（
第
六
号
に
該
当
す
る
者

を
除
く
。）

三

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
カ
又
は
第
三
号
カ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
（
第
六
号
に
該
当
す
る
者

を
除
く
。）

三

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
又
は
第
三
号
ヘ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
（
第
六
号
に
該
当
す
る
者

を
除
く
。）

四
〜
六

（
略
）

四
〜
六

（
略
）
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（
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
保
険
者
の
認
定
）

（
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
保
険
者
の
認
定
）

第
九
十
八
条
の
二

令
第
四
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
（
第
四
項
を
除
く
。）

に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）は
、
第
百
三
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
又
は
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
令
第
四
十

二
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第
十
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

第
九
十
八
条
の
二

令
第
四
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
（
第
四
項
を
除
く
。）

に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）は
、
第
百
三
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
又
は
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
令
第
四
十

二
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

２

被
保
険
者
は
、
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
又
は
第
三
項
第
十
三
号
若

し
く
は
第
十
四
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
令
第
四
十
一
条
第
七
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
の
実
施
機
関
を
経
由
し
て
、
保
険
者
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
申
し
出
る
こ
と
が
で

き
る
。

２

被
保
険
者
は
、
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
又
は
第
三
項
第
五
号
若
し
く

は
第
六
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
令
第
四
十
一
条
第
七
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

医
療
に
関
す
る
給
付
の
実
施
機
関
を
経
由
し
て
、
保
険
者
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
又
は
第
三
項
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十

四
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨

四

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
又
は
第
三
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
三
項
第
一
号
か

ら
第
九
号
ま
で
、
第
四
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
六
項
第
一
号
又
は
第
七
項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま
で
若

し
く
は
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
、
特
定
給
付
対
象

療
養
又
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
の
算
定
）

（
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
二
項
第
一
号
、第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
、

第
三
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
四
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
六
項
第
一
号

又
は
第
七
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
二
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
、
特
定
給
付
対
象
療
養
又
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
の

算
定
）

第
百
条

令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
三
項
第
一

号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
四
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
六
項
第
一
号
又
は
第
七
項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま

で
若
し
く
は
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
、
特
定
給
付

対
象
療
養
又
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
は
、
令
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二

号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
、
同
条
第
三

項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
若
し
く
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る

療
養
又
は
同
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
給
付
対
象
療
養
若
し
く
は
特
定
疾
病

給
付
対
象
療
養
に
係
る
療
養
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
又
は
そ

の
合
算
額
と
す
る
。

第
百
条

令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第

三
号
、
第
三
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
四
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
六
項

第
一
号
又
は
第
七
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
二
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
、
特
定
給
付
対
象
療
養
又
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用

の
額
は
、
令
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及

び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
、
同
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
若
し

く
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
又
は
同
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る

額
に
係
る
特
定
給
付
対
象
療
養
若
し
く
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
療
養
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る

額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
又
は
そ
の
合
算
額
と
す
る
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

（
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
百
一
条

令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食

事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
又
は
第

六
十
二
条
の
三
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

第
百
一
条

令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事

療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
又
は
第
六

十
二
条
の
三
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生

活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
百
二
条

令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食

事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
又
は
第

六
十
二
条
の
三
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

第
百
二
条

令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事

療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
又
は
第
六

十
二
条
の
三
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生

活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。
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（
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
十
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
百
三
条

令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
十
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食

事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
又
は
第

六
十
二
条
の
三
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

第
百
三
条

令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事

療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
又
は
第
六

十
二
条
の
三
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生

活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
令
第
四
十
二
条
第
十
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
四
十
二
条
第
十
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
百
三
条
の
三

令
第
四
十
二
条
第
十
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る

者
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額

が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

第
百
三
条
の
三

令
第
四
十
二
条
第
十
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る

者
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額

が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
百
三
条
の
四

令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
の
三
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る

者
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額

が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

第
百
三
条
の
四

令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
の
三
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る

者
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額

が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
百
三
条
の
五

令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
の
三
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る

者
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額

が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

第
百
三
条
の
五

令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
の
三
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る

者
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額

が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

（
令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

第
百
三
条
の
六

令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の

初
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
と
す
る
。

第
百
三
条
の
六

令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の

初
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
と
す
る
。

（
限
度
額
適
用
の
認
定
等
）

（
限
度
額
適
用
の
認
定
等
）

第
百
三
条
の
七

（
略
）

第
百
三
条
の
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
被
保
険
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
保
険
者
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
被
保
険
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
保
険
者
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号

か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら
リ

ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十

一
号
若
し
く
は
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ロ
か

ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、

第
十
一
号
若
し
く
は
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
三
条
第
一
項

第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令

五

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲

げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第

一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が

令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号

ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三

条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
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六

（
略
）

六

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）

５

限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
た
者
は
、
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険
薬
局
若
し
く
は
法
第
六
十
三
条
第
三
項

第
二
号
に
掲
げ
る
病
院
若
し
く
は
診
療
所
若
し
く
は
薬
局
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
、
第
百
五
条
第
四
項
及
び

第
五
項
並
び
に
第
百
六
条
第
一
項
に
お
い
て
「
保
険
医
療
機
関
等
」
と
総
称
す
る
。）又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業

者
か
ら
療
養
（
令
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
療
養
を
い
う
。
次
条
、
第
百
五
条
第
四
項
及
び
第

百
六
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
保
険
医
療
機
関
等
又
は
指
定
訪
問
看

護
事
業
者
に
お
い
て
、
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
た
者
が
、
第
五
十
三
条
第
一
項
第
二
号
（
資
格
確
認
書
に
当
該

限
度
額
適
用
認
定
に
係
る
情
報
が
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
限
る
。）及
び
第
三
号
に
規
定

す
る
方
法
に
よ
り
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
、
当
該
療
養
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
（
当
該
保
険

医
療
機
関
等
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
お
い
て
、
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
電
子
的
確
認

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
く
。）は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
当
該
保
険
医
療
機
関
等
又
は
指
定
訪
問

看
護
事
業
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

５

限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
た
者
は
、
保
険
医
療
機
関
若
し
く
は
保
険
薬
局
若
し
く
は
法
第
六
十
三
条
第
三
項

第
二
号
に
掲
げ
る
病
院
若
し
く
は
診
療
所
若
し
く
は
薬
局
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
、
第
百
五
条
第
四
項
及
び

第
五
項
並
び
に
第
百
六
条
第
一
項
に
お
い
て
「
保
険
医
療
機
関
等
」
と
総
称
す
る
。）又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業

者
か
ら
（
令
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
療
養
を
い
う
。
次
条
、
第
百
五
条
第
四
項
及
び
第
百
六

条
に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
保
険
医
療
機
関
等
又
は
指
定
訪
問
看
護
事

業
者
に
お
い
て
、
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
た
者
が
、
第
五
十
三
条
第
一
項
第
二
号
（
資
格
確
認
書
に
当
該
限
度

額
適
用
認
定
に
係
る
情
報
が
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
限
る
。）及
び
第
三
号
に
規
定
す
る

方
法
に
よ
り
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
、
当
該
療
養
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
（
当
該
保
険
医
療

機
関
等
又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
お
い
て
、
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
電
子
的
確
認
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
く
。）は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
当
該
保
険
医
療
機
関
等
又
は
指
定
訪
問
看
護

事
業
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

６
・
７

（
略
）

６
・
７

（
略
）

第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で

の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
区

分
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当

し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第

四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に

つ
き
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
区
分
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

（
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま
で
、
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
又
は
第
三
号
イ
か
ら
リ
ま
で
の
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
の
算
定
）

（
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
二
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
又
は
第
三
号
ロ
、
ハ
若

し
く
は
ニ
の
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
の
算
定
）

第
百
四
条

第
百
条
の
規
定
は
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま
で
、
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
又
は

第
三
号
イ
か
ら
リ
ま
で
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

第
百
四
条

第
百
条
の
規
定
は
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
二
号
ロ
、
ハ
若
し
く

は
ニ
又
は
第
三
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
の
申
請
等
）

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
の
申
請
等
）

第
百
五
条

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
保
険
者
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
五
条

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
保
険
者
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
、
第
三
項
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十
四
号
、
第
四
項
第
十
三
号
若
し
く

は
第
十
四
号
若
し
く
は
第
五
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨
又

は
同
条
第
二
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
旨

四

令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
四
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号

若
し
く
は
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨
又
は
同
条
第
二

項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
旨

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

第
四
十
七
条
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
、
第
四
十
八
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
五
十
一
条
第
三
項
か

ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第
百
三
条
の
七
第
三
項
の
規
定
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
四
十
七
条
第
五
項
、
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五

十
一
条
第
三
項
を
除
く
。）中
「
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
被
保
険
者
又
は
第
百
五
条
第

三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
四
十
七
条
第
五
項
中
「
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意

継
続
被
保
険
者
及
び
第
百
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五
十
一
条
第

三
項
中
「
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
被
保
険
者
及
び
第
百
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示

６

第
四
十
七
条
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
、
第
四
十
八
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
五
十
一
条
第
三
項
か

ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第
百
三
条
の
七
第
三
項
の
規
定
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
四
十
七
条
第
五
項
、
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五

十
一
条
第
三
項
を
除
く
。）中
「
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
被
保
険
者
又
は
第
百
五
条
第

三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
四
十
七
条
第
五
項
中
「
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意

継
続
被
保
険
者
及
び
第
百
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五
十
一
条
第

三
項
中
「
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
被
保
険
者
及
び
第
百
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
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し
な
い
者
」
と
、
第
百
三
条
の
七
第
三
項
第
五
号
中
「
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
に
掲
げ

る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
四
十
二

条
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
一
号
若
し
く
は
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
四
十
二

条
第
四
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
一
号
若
し
く
は
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き
若
し
く
は
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
四
十
二
条
第
二

項
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ワ
に
掲
げ
る
者

が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二

号
ワ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令

第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
カ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ワ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る

者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
カ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第

四
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
ハ
若
し
く

は
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
五
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き
又
は
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
十
三
号
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

し
な
い
者
」
と
、
第
百
三
条
の
七
第
三
項
第
五
号
中
「
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
者
が
令
第

四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲

げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項

第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四

十
三
条
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当

し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
四
号
に
掲

げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
四

項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
者

が
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し

く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
」と
あ
る
の
は「
令

第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三

項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第

四
十
二
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号

ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四

十
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
若
し
く
は
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲

げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
四
十

二
条
第
二
項
第
五
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
）

第
百
九
条

（
略
）

第
百
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
又
は
第
三
項
第
十
三
号
若

し
く
は
第
十
四
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
証
す
る

書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
険
者
が
番
号
利
用
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

当
該
書
類
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

３

高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
又
は
第
三
項
第
五
号
若
し
く

は
第
六
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
を

添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
険
者
が
番
号
利
用
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
書

類
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

（
令
第
四
十
一
条
の
三
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
等
）

（
令
第
四
十
一
条
の
三
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
等
）

第
百
九
条
の
二
の
二
の
二

（
略
）

第
百
九
条
の
二
の
二
の
二

（
略
）

２

申
請
者
が
、
令
第
四
十
二
条
第
十
一
項
第
五
号
又
は
第
十
二
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
き
は
、
当
該
申
請
者
は
、前
項
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
保
険
者
が
番
号
利
用
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
書
類
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用

特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

申
請
者
が
、
令
第
四
十
二
条
第
十
一
項
第
四
号
又
は
第
十
二
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
き
は
、
当
該
申
請
者
は
、前
項
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
保
険
者
が
番
号
利
用
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
書
類
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用

特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

（
令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

第
百
九
条
の
三

令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

第
百
九
条
の
三

令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）
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二

令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額

同
号
に
規
定
す
る
療
養
（
七
十
歳
に

達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
限
る
。）に
係
る
額
と
し
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条

の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
額

二

令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額

同
号
に
規
定
す
る
療
養
（
七
十
歳
に

達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
限
る
。）に
係
る
額
と
し
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条

の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
の
項

船
員
保
険
法
施
行
令
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
（
七
十
歳

に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の

合
算
額
（
同
令
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
に
七
十
歳
以
上
高
額
療
養
費
按
分
率
（
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
同
項
の
規
定
に
よ
り

支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部

負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し

た
額
と
し
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給

さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
同
令
第
八
条
の

二
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額

を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）

二
の
項

船
員
保
険
法
施
行
令
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
（
七
十
歳

に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の

合
算
額
（
同
令
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
に
七
十
歳
以
上
高
額
療
養
費
按
分
率
（
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
同
項
の
規
定
に
よ
り

支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部

負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し

た
額
と
し
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給

さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
同
令
第
八
条
の

二
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額

を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
限
度
額
適
用
認
定
の
申
請
等
）

（
限
度
額
適
用
認
定
の
申
請
等
）

第
百
二
十
九
条
の
二

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
リ
の
規
定
に

よ
る
協
会
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
（
令
第
四
十
四
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
九
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の

に
限
る
。）（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
日
雇
特
例
被
保
険
者

（
日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
協
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
九
条
の
二

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
規
定
に

よ
る
協
会
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
（
令
第
四
十
四
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の

に
限
る
。）（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
日
雇
特
例
被
保
険
者

（
日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
協
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
日
雇
特
例
被
保
険
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
協
会
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
日
雇
特
例
被
保
険
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
協
会
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
リ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し

て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
四
十

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
四
十
四
条

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
九
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
当
該
区
分
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

三

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し

て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
四
十

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
四
十
四
条

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き

認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
当
該
区
分
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

四

（
略
）

四

（
略
）

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
の
申
請
等
）

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
の
申
請
等
）

第
百
二
十
九
条
の
三

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ワ
、
第
二
号

ワ
若
し
く
は
カ
、
第
三
号
ワ
若
し
く
は
カ
若
し
く
は
第
四
号
ハ
若
し
く
は
ニ
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
又
は

同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
（
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令

第
四
十
二
条
第
二
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
日
雇
特
例
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
協
会
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
九
条
の
三

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
、
第
二
号

ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
若
し
く
は
第
四
号
ロ
若
し
く
は
ハ
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
又
は

同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
（
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令

第
四
十
二
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
日
雇
特
例
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
協
会
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
、
第
三
項
第
十
三
号
若
し

く
は
第
十
四
号
、
第
四
項
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十
四
号
若
し
く
は
第
五
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲

げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨
又
は
同
条
第
二
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
旨

四

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
五
号
若
し
く
は

第
六
号
、
第
四
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
若
し
く
は
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨
又
は
同
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
旨

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
項
第
三
号
中
「
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
リ
に
掲

げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

又
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令

第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
九
号
」
と
あ
る
の
は
、「
令
第
四
十
四
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ワ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受

け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十

二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ワ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例

被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
十
三

号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四

十
三
条
第
一
項
第
二
号
カ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又

は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る

場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三

号
ワ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
カ
に
掲
げ

る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

若
し
く
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
ハ
若
し
く
は
ニ
に
掲
げ

る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
五
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な

く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
十
三
号
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

５

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
項
第
三
号
中
「
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲

げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

又
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令

第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
、「
令
第
四
十
四
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受

け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十

二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被

保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
五
号
に

掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三

条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ

の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ホ
に

掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四

十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き
若
し
く
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ヘ
に
掲
げ
る
場
合
に

該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令

第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
若
し
く
は
ハ
に
掲
げ
る
場
合
に
該

当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き
又
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
五
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
九
号

備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



様
式
第
九
号

備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
九
号

備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



様
式
第
九
号

備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
九
号

備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



様
式
第
九
号

備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
十
三
号
の
二
及
び
様
式
第
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



（
船
員
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

船
員
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
資
格
確
認
書
の
交
付
等
）

（
資
格
確
認
書
の
交
付
等
）

第
三
十
五
条

（
略
）

第
三
十
五
条

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

７

第
二
十
四
条
及
び
こ
の
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
資
格
確
認
書
の
交
付
そ
の
他
の
手

続
に
つ
い
て
、
船
舶
所
有
者
を
経
由
せ
ず
行
う
も
の
と
す
る
。

７

第
二
十
四
条
及
び
こ
の
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
資
格
確
認
書
の
交
付
そ
の
他
の
手

続
に
つ
い
て
、
船
舶
所
有
者
を
経
由
せ
ず
行
う
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
、
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
、
第
三
号
ロ
か
ら

リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
若
し
く
は
第
四
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第

四
項
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
（
令
第
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当

す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
第
九
十
三
条
に
お
い
て
「
限
度
額
適
用
認
定
」
と
い
う
。）に

係
る
情
報
を
資
格
確
認
書
に
記
載
し
た
場
合
（
申
請
者
が
第
九
十
三
条
第
四
項
の
意
思
を
表
示
し
た
場
合
を

除
く
。）

二

令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
、
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
、
第
二
号
ハ
若
し
く
は
ニ
若
し
く
は
第
三
号
ハ
若
し

く
は
ニ
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
（
令

第
九
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

（
第
九
十
三
条
に
お
い
て
「
限
度
額
適
用
認
定
」
と
い
う
。）に
係
る
情
報
を
資
格
確
認
書
に
記
載
し
た
場
合

（
申
請
者
が
第
九
十
三
条
第
四
項
の
意
思
を
表
示
し
た
場
合
を
除
く
。）

三

令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
ワ
、
第
二
号
ワ
若
し
く
は
カ
、
第
三
号
ワ
若
し
く
は
カ
若
し
く
は
第
四
号
ハ
若

し
く
は
ニ
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定

（
令
第
九
条
第
二
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
第
九

十
三
条
第
一
項
及
び
第
九
十
五
条
に
お
い
て
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
」
と
い
う
。）に
係
る

情
報
を
資
格
確
認
書
に
記
載
し
た
場
合
（
申
請
者
が
第
九
十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
た
場
合
を
除

く
。）

三

令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
ホ
、
第
二
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
若
し
く
は
第
四
号
ロ
若

し
く
は
ハ
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定

（
令
第
九
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
第
九
十

三
条
第
一
項
及
び
第
九
十
五
条
に
お
い
て
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
」
と
い
う
。）に
係
る
情

報
を
資
格
確
認
書
に
記
載
し
た
場
合
（
申
請
者
が
第
九
十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
た
場
合
を
除
く
。）

８

（
略
）

８

（
略
）

（
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
認
定
）

（
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
認
定
）

第
八
十
七
条

令
第
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
（
第
四
項
を
除
く
。）に
お
い
て
単

に
「
認
定
」
と
い
う
。）は
、
第
九
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
又
は
限

度
額
適
用
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
令
第
九
条
第
三
項
第
一
号

又
は
第
十
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

第
八
十
七
条

令
第
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
（
第
四
項
を
除
く
。）に
お
い
て
単

に
「
認
定
」
と
い
う
。）は
、
第
九
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
又
は
限

度
額
適
用
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
令
第
九
条
第
三
項
第
一
号

又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

２

被
保
険
者
は
、
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
十
三
号
又
は
第
三
項
第
十
三
号
若
し
く

は
第
十
四
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
健
康
保
険
法
施
行
令（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）

第
四
十
一
条
第
七
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
の
実
施
機
関
を
経
由
し
て
、

協
会
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

被
保
険
者
は
、
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
五
号
又
は
第
三
項
第
五
号
若
し
く
は
第

六
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
第
四

十
一
条
第
七
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
の
実
施
機
関
を
経
由
し
て
、
協
会

に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
十
三
号
又
は
第
三
項
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十
四
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨

四

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
又
は
第
三
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



（
令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
三
項
第
一
号

か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
四
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
六
項
第
一
号
又
は
第
七
項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま
で

若
し
く
は
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
、
特
定
給
付
対

象
療
養
又
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
の
算
定
）

（
令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
若
し
く
は
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
三

号
、
第
三
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
四
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
六
項
第

一
号
又
は
第
七
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
二
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
、
特
定
給
付
対
象
療
養
又
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
の
算
定
）

第
八
十
九
条

令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
三

項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
四
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
六
項
第
一
号
又
は
第
七
項
第
一
号
イ
か

ら
リ
ま
で
若
し
く
は
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
、
特

定
給
付
対
象
療
養
又
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
は
、
令
第
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第

二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
、
同
条
第

三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
若
し
く
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係

る
療
養
又
は
同
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
給
付
対
象
療
養
若
し
く
は
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
療
養
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
又
は

そ
の
合
算
額
と
す
る
。

第
八
十
九
条

令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
若
し
く
は
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し

く
は
第
三
号
、
第
三
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
四
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、

第
六
項
第
一
号
又
は
第
七
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
二
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
、
特
定
給
付
対
象
療
養
又
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し

た
費
用
の
額
は
、
令
第
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
、
同
条
第
二
項
第
一
号

及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
、
同
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
若

し
く
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
又
は
同
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ

る
額
に
係
る
特
定
給
付
対
象
療
養
若
し
く
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
療
養
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ

る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
又
は
そ
の
合
算
額
と
す
る
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

（
令
第
九
条
第
一
項
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
九
条
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
九
十
条

令
第
九
条
第
一
項
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
ワ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食

事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
百
四
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

第
九
十
条

令
第
九
条
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事

療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
百
四
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
令
第
九
条
第
三
項
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
九
条
第
三
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
九
十
一
条

令
第
九
条
第
三
項
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ワ
又
は
第
三
号
ワ
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の

規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

第
九
十
一
条

令
第
九
条
第
三
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ホ
又
は
第
三
号
ホ
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規

定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
令
第
九
条
第
三
項
第
十
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
九
条
第
三
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
九
十
二
条

令
第
九
条
第
三
項
第
十
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
カ
又
は
第
三
号
カ
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の

規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

第
九
十
二
条

令
第
九
条
第
三
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
又
は
第
三
号
ヘ
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規

定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
令
第
九
条
第
十
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
九
条
第
十
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
九
十
二
条
の
二

令
第
九
条
第
十
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、令
第
八
条
の
二
第
一
項（
同

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
カ
又
は
第
三
号

カ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が

あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

第
九
十
二
条
の
二

令
第
九
条
第
十
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、令
第
八
条
の
二
第
一
項（
同

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
又
は
第
三
号

ヘ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が

あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
令
第
九
条
第
十
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
九
条
第
十
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
九
十
二
条
の
三

令
第
九
条
第
十
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
カ
又
は
第
三
号
カ
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活

保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

第
九
十
二
条
の
三

令
第
九
条
第
十
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
又
は
第
三
号
ヘ
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活

保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。
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（
令
第
九
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
九
条
第
十
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
九
十
二
条
の
四

令
第
九
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
の
三
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
カ
又
は
第
三
号
カ
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活

保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

第
九
十
二
条
の
四

令
第
九
条
第
十
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
の
三
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
又
は
第
三
号
ヘ
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活

保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
令
第
九
条
第
十
二
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
九
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
九
十
二
条
の
五

令
第
九
条
第
十
二
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
の
三
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
カ
又
は
第
三
号
カ
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活

保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

第
九
十
二
条
の
五

令
第
九
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
の
三
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
又
は
第
三
号
ヘ
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活

保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
令
第
九
条
第
十
二
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

（
令
第
九
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

第
九
十
二
条
の
六

令
第
九
条
第
十
二
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
初

日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
と
す
る
。

第
九
十
二
条
の
六

令
第
九
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
初

日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
と
す
る
。

（
限
度
額
適
用
の
認
定
等
）

（
限
度
額
適
用
の
認
定
等
）

第
九
十
三
条

協
会
は
、
被
保
険
者
が
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
を
除
き
、
被

保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
に
基
づ
き
、
有
効
期
限
を
定
め
て
、限
度
額
適
用
認
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
が
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
を
受
け
る
に
至
っ

た
と
き
は
、
当
該
限
度
額
適
用
認
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
十
三
条

協
会
は
、
被
保
険
者
が
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
を
除
き
、
被

保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
に
基
づ
き
、
有
効
期
限
を
定
め
て
、
限
度
額
適
用
認
定
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。た
だ
し
、限
度
適
用
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
が
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
を
受
け
る
に
至
っ

た
と
き
は
、
当
該
限
度
額
認
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
被
保
険
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
協
会
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
被
保
険
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
協
会
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十

二
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
若
し

く
は
ヲ
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
九
条
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
一
号
若
し
く
は
第
十

二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は

ヲ
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
九
条
第
四
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
一
号
若
し
く
は
第
十
二
号

に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条

第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
令
第
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

に
つ
き
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
区
分
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

四

令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な

く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該

当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る

者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
三
項
第
三
号
に

掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
三
項
第

四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第

四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
者

が
令
第
九
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
九
条
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て

い
る
こ
と
に
つ
き
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
区
分
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

五

（
略
）

五

（
略
）

４
〜
７

（
略
）

４
〜
７

（
略
）

（
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま
で
、
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
又
は
第
三
号
イ
か
ら
リ
ま
で
の
療
養
に

要
し
た
費
用
の
額
の
算
定
）

（
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
二
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
又
は
第
三
号
ロ
、
ハ
若
し
く

は
ニ
の
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
の
算
定
）

第
九
十
四
条

第
八
十
九
条
の
規
定
は
、
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま
で
、
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
又

は
第
三
号
イ
か
ら
リ
ま
で
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

第
九
十
四
条

第
八
十
九
条
の
規
定
は
、
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
二
号
ロ
、
ハ
若
し

く
は
ニ
又
は
第
三
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
に
要
し

た
費
用
の
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
の
申
請
等
）

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
の
申
請
等
）

第
九
十
五
条

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
協
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
十
五
条

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
協
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）
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四

令
第
九
条
第
一
項
第
十
三
号
、
第
三
項
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十
四
号
、
第
四
項
第
十
三
号
若
し
く
は
第

十
四
号
若
し
く
は
第
五
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨
又
は
同

条
第
二
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
旨

四

令
第
九
条
第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
四
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
若
し

く
は
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨
又
は
同
条
第
二
項
第

五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
旨

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

第
三
十
五
条
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
、
第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
四
十
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
九
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
三
十
五
条
第
五
項
、
第
三
十
八
条
第
二
項
及
び
第
四

十
条
第
三
項
を
除
く
。）中
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
又
は
第
九

十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
三
十
五
条
第
五
項
中
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ

る
の
は
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
及
び
第
九
十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
三
十
七
条

第
一
項
中
「
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
第
三
十
八
条
第

二
項
及
び
第
四
十
条
第
三
項
中
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
及
び

第
九
十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
九
十
三
条
第
三
項
第
四
号
中
「
令
第
十
条
第
一
項
第

一
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ

ぞ
れ
令
第
九
条
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
一
号
若
し
く
は
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な

く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第

九
条
第
四
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
一
号
若
し
く
は
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

と
き
若
し
く
は
令
第
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第

十
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
ワ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第

十
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ワ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第

三
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
カ
に
掲
げ
る
者

が
令
第
九
条
第
三
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
ワ
に
掲

げ
る
者
が
令
第
九
条
第
四
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条
第
一
項

第
三
号
カ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
四
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令

第
十
条
第
一
項
第
四
号
ハ
若
し
く
は
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
五
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る

者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
九
条
第
二
項
第

十
三
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

第
三
十
五
条
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
、
第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
四
十
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
九
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
三
十
五
条
第
五
項
、
第
三
十
八
条
第
二
項
及
び
第
四

十
条
第
三
項
を
除
く
。）中
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
又
は
第
九

十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
三
十
五
条
第
五
項
中
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ

る
の
は
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
及
び
第
九
十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
三
十
七
条

第
一
項
中
「
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
第
三
十
八
条
第

二
項
及
び
第
四
十
条
第
三
項
中
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
及
び

第
九
十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
九
十
三
条
第
三
項
第
四
号
中
「
令
第
十
条
第
一
項
第

一
号
イ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一

項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条

第
一
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第

十
条
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、

令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
九
条
第
二
項
第
一
号

若
し
く
は
第
二
号
の
い
ず
れ
か
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一

項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条

第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
者

が
令
第
九
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
ホ
に
掲
げ

る
者
が
令
第
九
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条
第
一
項
第
三

号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条

第
一
項
第
四
号
ロ
若
し
く
は
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該

当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
九
条
第
二
項
第
五
号
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
）

第
九
十
九
条

（
略
）

第
九
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
十
三
号
又
は
第
三
項
第
十
三
号
若
し
く

は
第
十
四
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
証
す
る
書
類

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
協
会
が
番
号
利
用
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
書

類
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

３

高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
五
号
又
は
第
三
項
第
五
号
若
し
く
は
第

六
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
協
会
が
番
号
利
用
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
書
類
と
同

一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
令
第
八
条
の
三
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
等
）

（
令
第
八
条
の
三
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
等
）

第
九
十
九
条
の
三
の
二

（
略
）

第
九
十
九
条
の
三
の
二

（
略
）

２

申
請
者
が
、
令
第
九
条
第
十
一
項
第
五
号
又
は
第
十
二
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
当
該
申
請
者
は
、
前
項
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
協
会
が
番
号
利
用
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
書
類
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定

個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

申
請
者
が
、
令
第
九
条
第
十
一
項
第
四
号
又
は
第
十
二
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
当
該
申
請
者
は
、
前
項
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
協
会
が
番
号
利
用
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
書
類
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定

個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
一
号

備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



様
式
第
一
号

備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
一
号

備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



様
式
第
一
号

備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
一
号

備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



様
式
第
一
号

備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
六
号
及
び
様
式
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

（
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

第
二
十
六
条
の
二

法
第
五
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
の
健
康
保
険
法
施
行

規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
第
五
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、同
条
第
一
号
中「
令

第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ワ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭

和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
十
三
号
イ
及
び
ロ
の
区
分
に
従
い
そ
れ
ぞ

れ
同
号
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
者
の
全
て
に
つ
い
て
同
号
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
も
の
と
市
町
村
又
は
組
合
が
認

め
た
被
保
険
者
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ワ
又
は
第
三
号
ワ
」と
あ
る
の
は「
国

民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ワ
又
は
第
四
号
ワ
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
令
第
四

十
三
条
第
一
項
第
二
号
カ
又
は
第
三
号
カ
」
と
あ
る
の
は
「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一

項
第
三
号
カ
又
は
第
四
号
カ
」
と
す
る
。

第
二
十
六
条
の
二

法
第
五
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
の
健
康
保
険
法
施
行

規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
第
五
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、同
条
第
一
号
中「
令

第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭

和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
の
区
分
に
従
い
そ
れ
ぞ
れ

同
号
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
者
の
全
て
に
つ
い
て
同
号
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
も
の
と
市
町
村
又
は
組
合
が
認
め

た
被
保
険
者
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ホ
又
は
第
三
号
ホ
」
と
あ
る
の
は
「
国

民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ホ
又
は
第
四
号
ホ
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
令
第
四

十
三
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
又
は
第
三
号
ヘ
」
と
あ
る
の
は
「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一

項
第
三
号
ヘ
又
は
第
四
号
ヘ
」
と
す
る
。

（
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
に
係
る
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
）

（
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
に
係
る
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
）

第
二
十
六
条
の
三

市
町
村
又
は
組
合
は
、
被
保
険
者
が
、
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
十
三
号
イ
及
び
ロ
の

区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
者
（
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
食
事
療
養
減
額
認
定
世

帯
員
」
と
い
う
。）の
全
て
に
つ
い
て
前
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
五

十
八
条
第
一
号
に
定
め
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
有
効
期
限
を
定
め
て
、
健
康
保
険
法
第
八
十
五
条
第
二
項
に
規

定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
と
し
て
前
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
健
康
保
険
法
施
行
規

則
第
五
十
八
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
（
第
二
十
七
条
の
十
四
の
二
及
び
第
二
十
七

条
の
十
四
の
五
に
規
定
す
る
認
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条
の
三

市
町
村
又
は
組
合
は
、
被
保
険
者
が
、
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
の
区

分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
者
（
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
食
事
療
養
減
額
認
定
世
帯

員
」
と
い
う
。）の
全
て
に
つ
い
て
前
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
五
十

八
条
第
一
号
に
定
め
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
有
効
期
限
を
定
め
て
、
健
康
保
険
法
第
八
十
五
条
第
二
項
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
と
し
て
前
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
健
康
保
険
法
施
行
規
則

第
五
十
八
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
（
第
二
十
七
条
の
十
四
の
二
及
び
第
二
十
七
条

の
十
四
の
五
に
規
定
す
る
認
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
〜
８

（
略
）

２
〜
８

（
略
）

（
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

（
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

第
二
十
六
条
の
六
の
三

法
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
の
健
康
保

険
法
施
行
規
則
第
六
十
二
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
同
条
第
一
号
中
「
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第

一
号
ワ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三

百
六
十
二
号
）
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
十
三
号
イ
及
び
ロ
の
区
分
に
従
い
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
及
び
ロ
に
定

め
る
者
の
全
て
に
つ
い
て
同
号
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
も
の
と
市
町
村
又
は
組
合
が
認
め
た
被
保
険
者
」
と
、

同
条
第
二
号
中
「
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ワ
又
は
第
三
号
ワ
」
と
あ
る
の
は
「
国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ワ
又
は
第
四
号
ワ
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二

号
カ
又
は
第
三
号
カ
」
と
あ
る
の
は
「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
カ
又
は
第

四
号
カ
」
と
す
る
。

第
二
十
六
条
の
六
の
三

法
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
の
健
康
保

険
法
施
行
規
則
第
六
十
二
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
同
条
第
一
号
中
「
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第

一
号
ホ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三

百
六
十
二
号
）
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
の
区
分
に
従
い
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
及
び
ロ
に
定
め

る
者
の
全
て
に
つ
い
て
同
号
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
も
の
と
市
町
村
又
は
組
合
が
認
め
た
被
保
険
者
」
と
、
同

条
第
二
号
中
「
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ホ
又
は
第
三
号
ホ
」
と
あ
る
の
は
「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ホ
又
は
第
四
号
ホ
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号

ヘ
又
は
第
三
号
ヘ
」
と
あ
る
の
は
「
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ヘ
又
は
第
四

号
ヘ
」
と
す
る
。
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（
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
に
係
る
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
等
）

（
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
に
係
る
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
等
）

第
二
十
六
条
の
六
の
四

市
町
村
又
は
組
合
は
、
被
保
険
者
が
、
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
十
三
号
イ
及
び

ロ
の
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
者
（
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
生
活
療
養
減
額
認

定
世
帯
員
」
と
い
う
。）の
全
て
に
つ
い
て
前
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
健
康
保
険
法
施
行
規
則

第
六
十
二
条
の
三
第
一
号
に
定
め
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
有
効
期
限
を
定
め
て
、
健
康
保
険
法
第
八
十
五
条
の

二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
と
し
て
前
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
健
康

保
険
法
施
行
規
則
第
六
十
二
条
の
三
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
（
第
二
十
七
条
の
十
四

の
二
及
び
第
二
十
七
条
の
十
四
の
五
に
規
定
す
る
認
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条
の
六
の
四

市
町
村
又
は
組
合
は
、
被
保
険
者
が
、
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
五
号
イ
及
び
ロ

の
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
者
（
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
生
活
療
養
減
額
認
定

世
帯
員
」
と
い
う
。）の
全
て
に
つ
い
て
前
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第

六
十
二
条
の
三
第
一
号
に
定
め
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
有
効
期
限
を
定
め
て
、
健
康
保
険
法
第
八
十
五
条
の
二

第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
と
し
て
前
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
健
康
保

険
法
施
行
規
則
第
六
十
二
条
の
三
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
（
第
二
十
七
条
の
十
四
の

二
及
び
第
二
十
七
条
の
十
四
の
五
に
規
定
す
る
認
定
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
〜
６

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

（
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
）

（
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
）

第
二
十
七
条
の
十
二
の
二

令
第
二
十
九
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）は
、
第
二
十
七
条
の
十
四
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
四

の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
限
度
額
適
用
認
定
又
は
第
二
十
七
条
の
十
四
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
令
第
二
十
九

条
の
三
第
四
項
第
一
号
又
は
第
十
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

第
二
十
七
条
の
十
二
の
二

令
第
二
十
九
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）は
、
第
二
十
七
条
の
十
四
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
七
条
の
十
四

の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
限
度
額
適
用
認
定
又
は
第
二
十
七
条
の
十
四
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
令
第
二
十
九

条
の
三
第
四
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

（
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
四
項
第
一

号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
七
項
第
一
号
又
は
第
八
項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま

で
若
し
く
は
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
の
療
養
、
特
定
給
付
対
象
療
養
又
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
の
算
定
）

（
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
三
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第

三
号
、
第
四
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
五
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
七
項

第
一
号
又
は
第
八
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
二
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
の
療
養
、
特
定
給
付

対
象
療
養
又
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
の
算
定
）

第
二
十
七
条
の
十
三
の
七

令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
九

号
ま
で
、
第
四
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
七
項
第
一
号
又
は
第
八

項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま
で
若
し
く
は
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
療
養
、
特
定
給
付
対
象
療
養
又
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
は
、
令
第
二

十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た

額
、
同
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
若
し
く
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算

し
た
額
に
係
る
療
養
又
は
同
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
給
付
対
象
療
養
若
し

く
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
療
養
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る

額
又
は
そ
の
合
算
額
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
十
三
の
七

令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
、第
三
項
第
一
号
、

第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
四
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
五
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く

は
第
四
号
、
第
七
項
第
一
号
又
は
第
八
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
二
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
、
特
定
給
付
対
象
療
養
又
は
特
定
疾
病

給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
は
、
令
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合

算
し
た
額
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
、
同
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算

し
た
額
若
し
く
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
又
は
同
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま

で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
給
付
対
象
療
養
若
し
く
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
療
養
に
係
る
次
の
各

号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
又
は
そ
の
合
算
額
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

（
令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
一
項
第
二
号
並
び
に
第
十
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
十
四
項
第
六
号

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

（
令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
一
項
第
二
号
並
び
に
第
十
二
項
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
及
び
第
十
四
項
第

五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

第
二
十
七
条
の
十
四

令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
一
項
第
二
号
並
び
に
第
十
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び

第
十
四
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
初
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日

と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
十
四

令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
一
項
第
二
号
並
び
に
第
十
二
項
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号

及
び
第
十
四
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
初
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
日
と
す
る
。
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（
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
）

第
二
十
七
条
の
十
四
の
二

（
略
）

第
二
十
七
条
の
十
四
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
又
は
組
合
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
限
度
額
適
用
認
定

証
の
交
付
を
受
け
た
場
合
で
あ
つ
て
、
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至

つ
た
と
き
は
、
世
帯
主
又
は
組
合
員
は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
当
該
世
帯
主
が
住
所
を
有
す
る

市
町
村
又
は
組
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
又
は
組
合
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
限
度
額
適
用
認
定

証
の
交
付
を
受
け
た
場
合
で
あ
つ
て
、
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至

つ
た
と
き
は
、
世
帯
主
又
は
組
合
員
は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
当
該
世
帯
主
が
住
所
を
有
す
る

市
町
村
又
は
組
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一

項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
又
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一

項
第
二
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
二
十
九
条
の
三
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま

で
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

一

令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場

合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の

三
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
ハ
に

掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
、
令
第
二
十

九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し

な
く
な
つ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第

一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
又
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
イ
に
掲

げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
、
令
第
二
十
九

条
の
四
第
一
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な

く
な
つ
た
と
き
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
三
項
第
三

号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令

第
二
十
九
条
の
三
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
二
十
九
条
の

四
第
一
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な

つ
た
と
き
。

二

（
略
）

二

（
略
）

４
〜
６

（
略
）

４
〜
６

（
略
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま
で
、
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
、
第
三
号
イ
か
ら
リ
ま
で
又

は
第
四
号
イ
か
ら
リ
ま
で
の
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
の
算
定
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
二
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
三
号
ロ
、
ハ

若
し
く
は
ニ
又
は
第
四
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
の
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
の
算
定
）

第
二
十
七
条
の
十
四
の
三

第
二
十
七
条
の
十
三
の
七
の
規
定
は
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら

リ
ま
で
、
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
、
第
三
号
イ
か
ら
リ
ま
で
又
は
第
四
号
イ
か
ら
リ
ま
で
に
規
定
す
る
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
七
条
の
十
四
の
三

第
二
十
七
条
の
十
三
の
七
の
規
定
は
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
、
ロ

若
し
く
は
ハ
、
第
二
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
三
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
又
は
第
四
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

（
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
に
該
当
す
る
場
合
又
は
第
四
号
ロ
か

ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
に
該
当
す
る
場
合
の
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ハ
若
し
く
は
ニ
又
は
第
四
号
ハ
若
し
く
は
ニ
の
市
町
村
又
は
組
合
の
認

定
）

第
二
十
七
条
の
十
四
の
四

市
町
村
又
は
組
合
は
、
被
保
険
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
二
号
か
ら
第
九

号
ま
で
、
第
十
一
号
若
し
く
は
第
十
二
号
又
は
第
五
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
一
号
若
し
く
は
第
十

二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
有
効
期
限
を
定
め
て
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項

第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
又
は
第
四
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
の
規
定
に
よ
る
認
定

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
十
四
の
四

市
町
村
又
は
組
合
は
、
被
保
険
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
三
号
若
し
く
は

第
四
号
又
は
第
五
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
有
効
期
限

を
定
め
て
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ハ
若
し
く
は
ニ
又
は
第
四
号
ハ
若
し
く
は
ニ
の
規
定
に
よ
る

認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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３

認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
又
は
組
合
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
限
度
額
適
用
認
定

証
の
交
付
を
受
け
た
場
合
で
あ
つ
て
、
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至

つ
た
と
き
は
、
世
帯
主
又
は
組
合
員
は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
当
該
世
帯
主
が
住
所
を
有
す
る

市
町
村
又
は
組
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
又
は
組
合
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
限
度
額
適
用
認
定

証
の
交
付
を
受
け
た
場
合
で
あ
つ
て
、
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至

つ
た
と
き
は
、
世
帯
主
又
は
組
合
員
は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
当
該
世
帯
主
が
住
所
を
有
す
る

市
町
村
又
は
組
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
二

十
九
条
の
三
第
四
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
一
号
若
し
く
は
第
十
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し

な
く
な
つ
た
と
き
又
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
四
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
若
し
く
は
ヲ
に
掲
げ
る
者

が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
、
第
十
一
号
若
し
く
は
第
十
二
号
に
掲

げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

一

令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場

合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十

九
条
の
三
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
又
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第

四
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若

し
く
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
四
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
四
号
に
掲
げ

る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

二

（
略
）

二

（
略
）

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ワ
若
し
く
は
カ
、
第
四
号
ワ
若
し
く
は
カ
又
は
第
五
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で

の
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
四
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
又
は
第
五
号
ロ
若
し
く
は
ハ

の
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
）

第
二
十
七
条
の
十
四
の
五

市
町
村
又
は
組
合
は
、
被
保
険
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
十
三
号
若
し
く

は
第
十
四
号
、
第
五
項
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十
四
号
又
は
第
六
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
場
合
に
は
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ワ
若
し
く
は
カ
、
第
四
号
ワ

若
し
く
は
カ
又
は
第
五
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
に
よ
る
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
十
四
の
五

市
町
村
又
は
組
合
は
、
被
保
険
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
五
号
若
し
く
は

第
六
号
、
第
五
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
又
は
第
六
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
て
い
る
場
合
に
は
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
四
号
ホ
若
し
く
は

ヘ
又
は
第
五
号
ロ
若
し
く
は
ハ
の
規
定
に
よ
る
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
又
は
組
合
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
限
度
額
適
用
・
減

額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
場
合
で
あ
つ
て
、
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
に
至
つ
た
と
き
は
、
世
帯
主
又
は
組
合
員
は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
・
減
額
認
定
証
を
当
該
世
帯
主
が

住
所
を
有
す
る
市
町
村
又
は
組
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
又
は
組
合
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
限
度
額
適
用
・
減

額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
場
合
で
あ
つ
て
、
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
に
至
つ
た
と
き
は
、
世
帯
主
又
は
組
合
員
は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
・
減
額
認
定
証
を
当
該
世
帯
主
が

住
所
を
有
す
る
市
町
村
又
は
組
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ワ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る

場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
カ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二

十
九
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項

第
四
号
ワ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と

き
若
し
く
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
四
号
カ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
十
四
号

に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
又
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
五
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令

第
二
十
九
条
の
三
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
二
十
九
条
の

四
第
一
項
第
五
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
六
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な

つ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
五
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
六
項
第

四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

一

令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場

合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十

九
条
の
三
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
四

号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し

く
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
四
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
六
号
に
掲
げ
る

場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
又
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
五
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九

条
の
三
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項

第
五
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
六
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と

き
。

二

（
略
）

二

（
略
）

４
〜
６

（
略
）

４
〜
６

（
略
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
）

第
二
十
七
条
の
十
六

（
略
）

第
二
十
七
条
の
十
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



３

令
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
が
、
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第

一
号
又
は
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
そ
の
事
実
を
証

す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
町
村
又
は
組
合
は
、
当
該
事
実
を
公
簿
等
又
は
そ
の

写
し
に
よ
つ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

令
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
が
、
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第

二
号
又
は
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
そ
の
事
実
を
証

す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
町
村
又
は
組
合
は
、
当
該
事
実
を
公
簿
等
又
は
そ
の

写
し
に
よ
つ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

高
額
療
養
費
が
、
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
十
三
号
又
は
第
四
項
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十
四
号
の
規

定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
市
町
村
又
は
組
合
は
、
当
該
事
実
を
公
簿
等
又
は
そ
の
写
し
に
よ
つ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

高
額
療
養
費
が
、
令
第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
五
号
又
は
第
四
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
の
規
定
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
市
町
村
又
は
組
合
は
、
当
該
事
実
を
公
簿
等
又
は
そ
の
写
し
に
よ
つ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
令
第
二
十
九
条
の
二
の
三
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
等
）

（
令
第
二
十
九
条
の
二
の
三
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
等
）

第
二
十
七
条
の
十
七
の
四

（
略
）

第
二
十
七
条
の
十
七
の
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

高
額
療
養
費
が
、
令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
二
項
第
五
号
又
は
第
十
四
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
の
規
定

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
市
町
村
又
は
組
合
は
、
当
該
事
実
を
公
簿
等
又
は
そ
の
写
し
に
よ
つ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

高
額
療
養
費
が
、
令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
二
項
第
四
号
又
は
第
十
四
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
の
規
定

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
市
町
村
又
は
組
合
は
、
当
該
事
実
を
公
簿
等
又
は
そ
の
写
し
に
よ
つ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

第
二
十
七
条
の
十
九

令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
十
九

令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額

同
号
に
規
定
す
る
療
養
（
七
十

歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
限
る
。）に
係
る
額
と
し
て
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
読
み
替
え
て
適
用
す
る

同
条
の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
額

二

令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額

同
号
に
規
定
す
る
療
養
（
七
十

歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
限
る
。）に
係
る
額
と
し
て
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
読
み
替
え
て
適
用
す
る

同
条
の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

三
の
項

船
員
保
険
法
施
行
令
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
（
七
十
歳

に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の

合
算
額
（
同
令
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
に
七
十
歳
以
上
高
額
療
養
費
按
分
率
（
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
同
項
の
規
定
に
よ
り

支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部

負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し

た
額
と
し
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給

さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
同
令
第
八
条
の

二
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額

を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）

三
の
項

船
員
保
険
法
施
行
令
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
（
七
十
歳

に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の

合
算
額
（
同
令
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
に
七
十
歳
以
上
高
額
療
養
費
按
分
率
（
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
同
項
の
規
定
に
よ
り

支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部

負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し

た
額
と
し
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給

さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
同
令
第
八
条
の

二
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額

を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



様
式
第
一
号
の
二
の
六
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
一
号
の
二
の
七
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
一
号
の
二
の
八
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



様
式
第
一
号
の
二
の
九
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



様
式
第
一
号
の
二
の
十
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
一
号
の
二
の
十
一
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
一
号
の
八
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
の
八
の
二
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



様
式
第
一
号
の
八
の
三
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
の
八
の
四
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
一
号
の
九
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
の
九
の
二
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

（
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

第
三
十
五
条

法
第
七
十
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
と
す
る
。

第
三
十
五
条

法
第
七
十
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
と
す
る
。

一

令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ワ
又
は
第
二
号
ワ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者

一

令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ホ
又
は
第
二
号
ホ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者

二

令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
カ
、
第
二
号
カ
又
は
第
四
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者

二

令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ヘ
、
第
二
号
ヘ
又
は
第
四
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者

三

（
略
）

三

（
略
）

（
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

（
生
活
療
養
標
準
負
担
額
の
減
額
の
対
象
者
）

第
四
十
条

法
第
七
十
五
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

と
す
る
。

第
四
十
条

法
第
七
十
五
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

と
す
る
。

一

令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ワ
又
は
第
二
号
ワ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者
（
第
六
号
に
掲
げ
る
者

を
除
く
。）

一

令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ホ
又
は
第
二
号
ホ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者
（
第
六
号
に
掲
げ
る
者

を
除
く
。）

二

令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
カ
又
は
第
二
号
カ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者
（
第
六
号
に
掲
げ
る
者

を
除
く
。）

二

令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ヘ
又
は
第
二
号
ヘ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者
（
第
六
号
に
掲
げ
る
者

を
除
く
。）

三
〜
六

（
略
）

三
〜
六

（
略
）

（
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
）

（
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
）

第
六
十
一
条
の
二

令
第
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
、
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）は
、
第
六
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
又
は
第
六
十
七
条
第
一

項
に
規
定
す
る
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
令
第
十
五
条
第
一
項

第
一
号
、
第
十
号
又
は
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

第
六
十
一
条
の
二

令
第
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
、
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）は
、
第
六
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
又
は
第
六
十
七
条
第
一

項
に
規
定
す
る
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
令
第
十
五
条
第
一
項

第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

（
令
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
又
は
第
五
項
第

一
号
イ
か
ら
リ
ま
で
若
し
く
は
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
の
療
養
又
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用

の
額
）

（
令
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第

四
号
又
は
第
五
項
第
一
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
若
し
く
は
第
二
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
の
療
養
又
は
特
定
疾
病

給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
）

第
六
十
三
条

令
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
又
は

第
五
項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま
で
若
し
く
は
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
費
用
の
額
は
、
令
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
又
は
特
定
疾
病

給
付
対
象
療
養
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
又
は
そ
の

合
算
額
と
す
る
。

第
六
十
三
条

令
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第
三
号
若

し
く
は
第
四
号
又
は
第
五
項
第
一
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
若
し
く
は
第
二
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
は
、
令
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
又
は
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
定
め
る
額
又
は
そ
の
合
算
額
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

（
令
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
六
十
四
条

令
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
十
五
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事

療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状

態
と
な
る
者
又
は
第
四
十
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減

額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者
と
す
る
。

第
六
十
四
条

令
第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
十
五
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療

養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態

と
な
る
者
又
は
第
四
十
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額

さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者
と
す
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



（
令
第
十
五
条
第
一
項
第
十
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
十
五
条
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
六
十
五
条

令
第
十
五
条
第
一
項
第
十
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
十
五
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事

療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状

態
と
な
る
者
又
は
第
四
十
条
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負

担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、同
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者
と
す
る
。

第
六
十
五
条

令
第
十
五
条
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
十
五
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療

養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態

と
な
る
者
又
は
第
四
十
条
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担

額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者
と
す
る
。

（
令
第
十
五
条
第
九
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
及
び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
十
五
条
第
九
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
及
び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
六
十
五
条
の
三

令
第
十
五
条
第
九
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
第
六
十
二
条
の
五
に
定
め

る
日
と
し
、
同
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
は
、
令
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額

療
養
費
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
十
五
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負

担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者

又
は
第
四
十
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と

す
れ
ば
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者
と
す
る
。

第
六
十
五
条
の
三

令
第
十
五
条
第
九
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
第
六
十
二
条
の
五
に
定
め

る
日
と
し
、
同
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
は
、
令
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額

療
養
費
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
十
五
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負

担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者

又
は
第
四
十
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と

す
れ
ば
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者
と
す
る
。

（
令
第
十
五
条
第
九
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
及
び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

（
令
第
十
五
条
第
九
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
及
び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
六
十
五
条
の
四

令
第
十
五
条
第
九
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
第
六
十
二
条
の
五
に
定
め

る
日
と
し
、
同
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
は
、
令
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額

療
養
費
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
十
五
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負

担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者

又
は
第
四
十
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と

す
れ
ば
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者
と
す
る
。

第
六
十
五
条
の
四

令
第
十
五
条
第
九
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
第
六
十
二
条
の
五
に
定
め

る
日
と
し
、
同
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
は
、
令
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額

療
養
費
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
十
五
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負

担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者

又
は
第
四
十
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と

す
れ
ば
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者
と
す
る
。

（
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま
で
又
は
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
の
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
の
算

定
）

（
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
又
は
第
二
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
の
療
養
に
要
し
た
費
用

の
額
の
算
定
）

第
六
十
六
条

第
六
十
三
条
の
規
定
は
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま
で
又
は
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま

で
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
（
令
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
療

養
を
い
う
。
次
条
第
四
項
及
び
第
六
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
要
し
た
費
用
の
額
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

第
六
十
六
条

第
六
十
三
条
の
規
定
は
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
又
は
第
二
号
ロ
、
ハ

若
し
く
は
ニ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
（
令
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
療
養
を
い
う
。
次
条
第
四
項
及
び
第
六
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
要
し
た
費
用
の
額
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

（
限
度
額
適
用
認
定
等
）

（
限
度
額
適
用
認
定
等
）

第
六
十
六
条
の
二

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
被
保
険
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま

で
若
し
く
は
第
十
一
号
又
は
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
若
し
く
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
は
、
有
効
期
限
を
定
め
て
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
若
し
く
は
ル
又
は

第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
若
し
く
は
ル
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
六
条
の
二

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
被
保
険
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四

号
又
は
第
二
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
有
効
期
限
を
定
め

て
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ハ
若
し
く
は
ニ
又
は
第
二
号
ハ
若
し
く
は
ニ
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
資
格
確
認
書
の
交
付
を
受
け
た
被
保
険
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
資
格
確
認
書
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
資
格
確
認
書
の
交
付
を
受
け
た
被
保
険
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
資
格
確
認
書
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



二

令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
若
し
く
は
ル
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
十
五
条
第
一
項

第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
若
し
く
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
若
し
く
は
ル
に
掲
げ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
令
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
九

号
ま
で
若
し
く
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

二

令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
に

掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五

条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

４
〜
６

（
略
）

４
〜
６

（
略
）

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
等
）

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
等
）

第
六
十
七
条

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
被
保
険
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十
四

号
、
第
二
項
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十
四
号
若
し
く
は
第
三
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
又
は
令
第
十
四
条
第
七
項
に
該
当
す
る
と
き
は
、
有
効
期
限
を
定
め
て
、
令
第
十
六
条

第
一
項
第
一
号
ワ
若
し
く
は
カ
、
第
二
号
ワ
若
し
く
は
カ
、
第
三
号
ハ
若
し
く
は
ニ
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ

る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
六
十
七
条

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
被
保
険
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、

第
二
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
若
し
く
は
第
三
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
き
又
は
令
第
十
四
条
第
七
項
に
該
当
す
る
と
き
は
、
有
効
期
限
を
定
め
て
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第

一
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
二
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
三
号
ロ
若
し
く
は
ハ
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
資
格
確
認
書
の
交
付
を
受
け
た
被
保
険
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
資
格
確
認
書
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
資
格
確
認
書
の
交
付
を
受
け
た
被
保
険
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
資
格
確
認
書
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ワ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な

く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
カ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る

者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ワ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
二
項
第
十

三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
カ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五

条
第
二
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る

者
が
令
第
十
五
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
六
条
第
一
項

第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第

十
四
条
第
七
項
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
認
定
を
受
け
て
い
る
者
が
同
項
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き
。

二

令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
二
項
第
五
号
に

掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
二

項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第

十
五
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ハ

に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
十
四
条
第

七
項
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
認
定
を
受
け
て
い
る
者
が
同
項
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

４
〜
６

（
略
）

４
〜
６

（
略
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
）

第
七
十
条

（
略
）

第
七
十
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

高
額
療
養
費
に
係
る
療
養
が
、
令
第
十
四
条
第
七
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十
四
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

高
額
療
養
費
に
係
る
療
養
が
、
令
第
十
四
条
第
七
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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様
式
第
一
号
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
二
号
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



様 式 第 三 号 備 考 を 次 の よ う に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

第 一 条 こ の 省 令 は 、 令 和 九 年 八 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 附 則 第 三 条 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら

施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

第 二 条 こ の 省 令 の 施 行 の 際 現 に あ る こ の 省 令 に よ る 改 正 前 の 様 式 （ 次 項 に お い て 「 旧 様 式 」 と い う 。 ）

に よ り 使 用 さ れ て い る 書 類 は 、 こ の 省 令 に よ る 改 正 後 の 様 式 に よ る も の と み な す 。

２ こ の 省 令 の 施 行 の 際 現 に あ る 旧 様 式 に よ る 用 紙 に つ い て は 、 当 分 の 間 、 こ れ を 取 り 繕 っ て 使 用 す

る こ と が で き る 。

（ 健 康 保 険 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 健 康 保 険 法 施 行 規 則 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

様 式 第 十 三 号 の 二 中 「第百三条の二 」 を 「第百三条の七 」 に 改 め る 。

公 告

令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

諸 事 項

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






〇 〇

令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

(
分
冊
の

)






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続廃止及び免責許可決定






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

破産手続終結

免責許可決定






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

小規模個人再生による再生計
画認可





令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団 共 済 運 営 規 則 の 一 部 変 更 に つ い て

（ 令 和 八 年 九 月 二 十 九 日 文 部 科 学 大 臣 認 可 八 文 科 高 第 一 〇 〇 〇 号 ）

日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団 共 済 運 営 規 則 （ 平 成 九 年 十 二 月 二 十 四 日 文 部 大 臣 認 可 諸 高 第 四 十 六

の 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 変 更 す る 。

目 次 中 「 社 会 保 険 診 療 報 酬 支 払 基 金 」 を 「 医 療 情 報 基 盤 ・ 診 療 報 酬 審 査 支 払 機 構 」 に 改 め る 。

第 二 章 の 章 名 中 「 社 会 保 険 診 療 報 酬 支 払 基 金 」 を 「 医 療 情 報 基 盤 ・ 診 療 報 酬 審 査 支 払 機 構 」 に 改 め

る 。
第 六 条 の 見 出 し 中 「 社 会 保 険 診 療 報 酬 支 払 基 金 」 を 「 医 療 情 報 基 盤 ・ 診 療 報 酬 審 査 支 払 機 構 」 に 改

め 、 同 条 第 一 項 中 「 社 会 保 険 診 療 報 酬 支 払 基 金 （ 以 下 「 基 金 」 と い う 。 ） 」 を 「 医 療 情 報 基 盤 ・ 診 療 報

酬 審 査 支 払 機 構 （ 以 下 「 基 盤 機 構 」 と い う 。 ） 」 に 、「 基 金 」 を 「 基 盤 機 構 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 基

金 」 を 「 基 盤 機 構 」 に 改 め る 。

第 二 十 二 条 第 三 項 、 第 二 十 三 条 第 三 項 及 び 第 二 十 四 条 第 二 項 中 「 基 金 」 を 「 基 盤 機 構 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 変 更 は 、 令 和 八 年 十 月 一 日 か ら 実 施 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 八 日

東 京 都 千 代 田 区 富 士 見 一 丁 目 一 〇 番 一 二 号 日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団







令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
共
済
規
程
等
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（
令
和
八
年
九
月
三
十
日
文
部
科
学
大
臣
認
可
八
文
科
高
第
九
九
九
号
）

第
一
条

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
共
済
規
程
（
平
成
九
年
十
二
月
二
十
四
日
文
部
大
臣
認
可
諸
高
第
四
十

六
の
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
に
該
当
し
」
を「（
附
則
第
三
項
に
お
い
て
「
四
分
の
三
未
満
短
時
間
労
働
者
」
と

総
称
す
る
。）に
該
当
し
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
削
り
、
同
号
ハ
中
「
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
規
則
」
の
下
に

「（
昭
和
二
十
八
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
第
四
項
」
を
「
第
二
項
」

に
改
め
、
同
号
中
ハ
を
ロ
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
五
中
「
千
分
の
四
・
二
」
を
「
千
分
の
七
・
五
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
見
出
し
及
び
九
項
を
加
え
る
。

（
特
定
減
額
特
例
対
象
者
に
係
る
加
入
者
の
資
格
に
関
す
る
特
例
）

３

当
分
の
間
、
学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
者
で
当
該
学
校
法
人
等
か
ら
報
酬
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
四
分

の
三
未
満
短
時
間
労
働
者
に
該
当
す
る
も
の
（
第
十
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
に
限
る
。）

の
う
ち
、
最
低
賃
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
七
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
同
条
各
号
に

掲
げ
る
労
働
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
報
酬
（
同
法
第
四
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
賃
金
に
相
当
す
る
も
の
と
し

て
施
行
規
則
第
一
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
、
同
条
第
二
項
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
算
定
し
た
額
が
、
八
万
八
千
円
未
満
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
特
定
減
額
特
例
対
象
者
」
と
い
う
。）に
つ
い

て
は
、
第
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
加
入
者
と
し
な
い
。

４

特
定
減
額
特
例
対
象
者
は
、
施
行
規
則
第
一
条
の
二
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
団
に
申
出
を
し
た

と
き
は
、
そ
の
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
加
入
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
項
の
申
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
申
出
が
受
理
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
日
に
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
加
入
者
の

資
格
を
取
得
す
る
。

６

加
入
者
（
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
加
入
者
を
除
く
。）が
、
特
定
減
額
特
例
対
象
者
に
該
当
す
る
に
至
り
、

か
つ
、
同
一
の
学
校
法
人
等
に
引
き
続
き
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
附
則
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
に
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
加
入
者
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

７

附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
加
入
者
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
加
入
者
と
み
な
さ
れ
た
者
を
含
む
。
以
下
同

じ
。）は
、
い
つ
で
も
、
施
行
規
則
第
一
条
の
二
の
二
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
団
に
申
出
を
し
、
そ
の
加

入
者
の
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
加
入
者
は
、
第
十
五
条
各
号
又
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た

日
の
翌
日
（
同
条
各
号
（
第
一
号
を
除
く
。）又
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
に
他
の
法

律
に
基
づ
く
共
済
組
合
の
組
合
員
又
は
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
）に
、

当
該
加
入
者
の
資
格
を
喪
失
す
る
。

一

前
項
の
申
出
が
受
理
さ
れ
た
と
き
。

二

特
定
減
額
特
例
対
象
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
。

９

特
定
減
額
特
例
対
象
者
で
あ
っ
た
者
（
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
加
入
者
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。）が
特
定
減

額
特
例
対
象
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
日
前
か
ら
引
き
続
き
同
一
の
学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
、
か
つ
、
同
日
に

お
い
て
第
十
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合
に
お
け
る
第
十
四
条
本
文
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
条
中
「
そ
の
教
職
員
等
と
な
っ
た
日
」
と
あ
る
の
は
、「
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
減
額
特
例
対

象
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
直
近
の
日
」
と
す
る
。

10

特
定
減
額
特
例
対
象
者
で
あ
っ
た
者
（
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
加
入
者
で
あ
っ
た
者
に
限
る
。
次
項
に
お

い
て
同
じ
。）が
附
則
第
八
項
第
二
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
前
か
ら
引
き
続
き
同
一
の
学
校
法
人
等
に
使
用
さ

れ
、
か
つ
、
同
日
に
お
い
て
第
十
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
六
条

第
二
項
本
文
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

11

特
定
減
額
特
例
対
象
者
で
あ
っ
た
者
が
附
則
第
八
項
第
二
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
前
か
ら
引
き
続
き
同
一

の
学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
、
か
つ
、
同
日
に
お
い
て
第
十
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合

に
お
け
る
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
八
項
第
二
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
に
加

入
者
の
資
格
を
取
得
し
、
又
は
喪
失
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。





附
則
第
十
一
項
の
次
に
次
の
九
項
を
加
え
る
。

12

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
五
十
人
」
と
あ
る
の

は
、
同
表
の
上
欄
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

令
和
九
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で

三
十
五
人

令
和
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
十
四
年
九
月
三
十
日
ま
で

二
十
人

令
和
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で

十
人

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
二
条

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日
文
部

科
学
大
臣
認
可
二
十
八
受
文
科
高
第
千
二
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

附
則
第
三
項
中
「
当
分
」
を
「
令
和
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
項
中
「
特
定
学
校
法
人
等
」
を
「
令
和
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
特
定
学
校
法
人
等
」に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
加
入
者
及
び
」
を
「
加
入
者
、」に
、「
）
を
い
う
」
を
「
）
及
び
共
済
規
程
附
則
第
三
項
に
規
定
す

る
特
定
減
額
特
例
対
象
者
（
加
入
者
を
除
く
。）を
い
う
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
昭
和
二
十
八
年
文
部
省
令

第
二
十
八
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。」を
加
え
る
。

附
則
第
六
項
中
「
特
定
学
校
法
人
等
」
を
「
令
和
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
特
定
学
校
法
人
等
」に
改
め
、

同
項
第
二
号
イ
中
「
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
規
則
」
を
「
施
行
規
則
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
項
中
「
附
則
第
六
項
」
を
「
令
和
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
附
則
第
六
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
一
項
を
附
則
第
二
十
一
項
と
す
る
。

附
則
第
十
項
中
「
か
ら
前
項
ま
で
」
を
「
、
第
四
項
、
第
六
項
、
第
八
項
、
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
」
に
、「
か

ら
ハ
」
を
「
及
び
ロ
」
に
改
め
、「
の
も
の
を
い
う
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
、
同
項
を
附
則
第
十
一
項
と

し
、
附
則
第
九
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

10

附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
加
入
者
と
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
特
定
四
分
の
三
未
満
短
時
間
労
働
者
に
つ
い
て

は
、
共
済
規
程
附
則
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

13

次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
法
人
等
（
既
に
こ
の
項
の
申
出
を
し
た
学
校
法
人
等
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
（
附
則
第
十
六
項
及
び
第
十
七
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。）か
ら
起
算
し

て
二
年
を
経
過
し
た
日
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
間
に
、
施
行
規
則
第
一
条
の
二
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
事
業
団
に
申
出
を
し
た
場
合
は
、
共
済
規
程
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
学

校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
短
時
間
加
入
者
（
特
定
四
分
の
三
未
満
短
時
間
労
働
者
で
あ
り
、
か
つ
、
加
入
者
（
標

準
報
酬
月
額
の
等
級
の
う
ち
第
一
級
か
ら
第
六
級
ま
で
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。）で
あ
る
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）に
係
る
学
校
法
人
等
の
負
担
す
べ
き
掛
金
（
共
済
規
程
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
退
職
等
年
金

給
付
に
係
る
掛
金
に
限
り
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
標
準
賞

与
額
に
係
る
も
の
及
び
共
済
規
程
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
て
い
な

い
も
の
を
除
く
。
以
下
「
短
時
間
加
入
者
に
係
る
掛
金
」
と
い
う
。）の
負
担
の
割
合
を
、
附
則
別
表
第
一
各
号
に

掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
別
表
第
一
に
お
い

て
「
増
加
負
担
割
合
」
と
い
う
。）に
百
分
の
五
十
を
加
え
た
割
合
に
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
短
時
間
加
入
者
に
係
る
掛
金
の
額
の
う
ち
、
短
時
間
加
入
者
に
係
る
標
準
報
酬
月
額
に
共
済
規
程
第
二
十

六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
掛
金
率
を
乗
じ
て
得
た
額
に
相
当
す
る
額
に
増
加
負
担
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の

金
額
に
五
十
銭
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
て
計
算
す
る
も
の
と
し
、
五
十
銭
以

上
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
一
円
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。
附
則
第
十
六
項

に
お
い
て
「
掛
金
調
整
額
」
と
い
う
。）は
、
徴
収
を
行
う
こ
と
を
要
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

一

令
和
八
年
十
月
一
日
以
後
に
附
則
第
六
項
に
規
定
す
る
申
出
を
し
た
学
校
法
人
等

当
該
申
出
が
受
理
さ
れ

た
日

二

学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
特
定
労
働
者
の
総
数
が
常
時
十
人
以
下
の
学
校
法
人
等
（
前
号
及
び
次
号
に
掲

げ
る
学
校
法
人
等
を
除
く
。）
令
和
十
七
年
十
月
一
日

三

学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
特
定
労
働
者
の
総
数
が
常
時
五
十
人
以
下
の
学
校
法
人
等
で
あ
っ
て
、
令
和
九

年
十
月
一
日
以
後
に
特
定
学
校
法
人
等
と
な
っ
た
学
校
法
人
等
（
第
一
号
に
掲
げ
る
学
校
法
人
等
を
除
く
。）

当
該
特
定
学
校
法
人
等
と
な
っ
た
日





15

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
お
け
る
附
則
第
十
三
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
上
欄
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

令
和
九
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
十
一

年
九
月
三
十
日
ま
で

十
人
以
下

三
十
六
人
以
上
五
十
人
以
下

令
和
十
七
年
十
月
一
日

令
和
九
年
十
月
一
日

令
和
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
十

四
年
九
月
三
十
日
ま
で

十
人
以
下

二
十
一
人
以
上
三
十
五
人
以
下

令
和
十
七
年
十
月
一
日

令
和
十
一
年
十
月
一
日

令
和
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
十

七
年
九
月
三
十
日
ま
で

十
人
以
下

十
一
人
以
上
二
十
人
以
下

令
和
十
七
年
十
月
一
日

令
和
十
四
年
十
月
一
日

附
則
に
附
則
別
表
と
し
て
次
の
二
表
を
加
え
る
。

附
則
別
表
第
一
（
附
則
第
十
三
項
関
係
）

一

附
則
第
十
三
項
の
申
出
が
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
通
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
月
の
前
月
ま
で
の
期
間

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
標
準
報
酬
月
額
の
等
級
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
増
加
負
担

割
合標

準
報
酬
月
額
の
等
級

増
加
負
担
割
合

第

一

級

百
分
の
二
十
五

第

二

級

百
分
の
二
十

第

三

級

百
分
の
十
四

第

四

級

百
分
の
九

第

五

級

百
分
の
五

第

六

級

百
分
の
二

二

附
則
第
十
三
項
の
申
出
が
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
通
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
月
か
ら
、
当
該
申
出
が

あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
通
算
し
て
三
年
を
経
過
し
た
月
の
前
月
ま
で
の
期
間

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

標
準
報
酬
月
額
の
等
級
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
増
加
負
担
割
合

標
準
報
酬
月
額
の
等
級

増
加
負
担
割
合

第

一

級

百
分
の
二
十
五
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
割
合

第

二

級

百
分
の
二
十
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
割
合

第

三

級

百
分
の
十
四
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
割
合

第

四

級

百
分
の
九
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
割
合

第

五

級

百
分
の
五
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
割
合

第

六

級

百
分
の
二
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
割
合

附
則
別
表
第
二
（
附
則
第
二
十
項
関
係
）

一

附
則
第
二
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
附
則
第
十
三
項
の
申
出
が
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
通
算
し
て
二
年

を
経
過
し
た
月
の
前
月
ま
で
の
期
間

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
標
準
報
酬
月
額
の
等
級
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
増
加
負
担
割
合

標
準
報
酬
月
額
の
等
級

増
加
負
担
割
合

第

一

級

百
分
の
二
十
五

第

二

級

百
分
の
二
十
五

第

三

級

百
分
の
二
十
五

第

四

級

百
分
の
二
十
五

第

五

級

百
分
の
二
十

第

六

級

百
分
の
十
四

第

七

級

百
分
の
九

第

八

級

百
分
の
五

第

九

級

百
分
の
二

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

14

前
項
の
申
出
は
、
次
に
掲
げ
る
学
校
法
人
等
に
お
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

一

令
和
八
年
十
月
一
日
に
お
い
て
現
に
特
定
学
校
法
人
等
で
あ
る
学
校
法
人
等

二

令
和
八
年
十
月
一
日
前
に
特
定
学
校
法
人
等
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
学
校
法
人
等
と
な
り
、
そ
の
後
同
年
九

月
三
十
日
ま
で
の
間
に
附
則
第
四
項
た
だ
し
書
の
申
出
が
さ
れ
て
い
な
い
学
校
法
人
等

三

令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
附
則
第
六
項
の
申
出
（
二
回
以
上
当
該
申
出
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ

れ
ら
の
う
ち
直
近
の
も
の
に
限
る
。）が
さ
れ
、
当
該
申
出
を
し
た
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
附
則
第
八

項
の
申
出
が
さ
れ
て
い
な
い
学
校
法
人
等
（
こ
の
間
に
特
定
学
校
法
人
等
と
な
っ
た
学
校
法
人
等
を
除
く
。）

四

令
和
八
年
十
月
一
日
以
後
に
設
立
さ
れ
た
学
校
法
人
等
で
あ
っ
て
、
当
該
設
立
さ
れ
た
日
に
お
い
て
当
該
学

校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
者
で
当
該
学
校
法
人
等
か
ら
報
酬
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
特
定
労
働
者
の
総
数
が
常

時
五
十
人
を
超
え
る
も
の

五

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
前
項
各
号
に
掲
げ
る
学
校
法
人
等
の
い
ず
れ
か
に
初
め
て
該
当
し
た
日
の
前
日
ま

で
の
間
に
、
当
該
学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
者
で
当
該
学
校
法
人
等
か
ら
報
酬
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
特
定

労
働
者
の
総
数
が
常
時
五
十
人
を
超
え
た
学
校
法
人
等

六

前
項
各
号
に
掲
げ
る
学
校
法
人
等
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
該
当
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
に
同
項
の
申
出
が
さ
れ
な
い
で
、
当
該
該
当
し
た
学
校

法
人
等
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
後
に
再
び
同
項
各
号
に
掲
げ
る
学
校
法
人
等
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ

た
学
校
法
人
等

16

附
則
第
十
三
項
の
申
出
を
し
た
学
校
法
人
等
の
掛
金
調
整
額
が
零
で
あ
る
場
合
（
当
該
掛
金
調
整
額
が
零
で
あ

る
月
が
基
準
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
日
が
属
す
る
月
以
後
の
期
間
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）に
お
い
て

は
、
当
該
掛
金
調
整
額
が
零
で
あ
る
月
以
後
の
期
間
に
お
け
る
当
該
学
校
法
人
等
に
係
る
同
項
の
規
定
の
適
用
を

停
止
す
る
も
の
と
す
る
。

17

学
校
法
人
等
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
附
則
第
十
三
項
の
規
定
の
適
用
が
停
止
さ
れ
た
月
か
ら
、
基
準
日
か

ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
日
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
間
に
、
施
行
規
則
第
一
条
の
二
の
五
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
事
業
団
に
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
停
止
の
解
除
の
申
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

18

附
則
第
十
三
項
の
申
出
を
し
た
学
校
法
人
等
が
、
当
該
学
校
法
人
等
の
負
担
す
べ
き
短
時
間
加
入
者
に
係
る
掛

金
を
負
担
し
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
の
負
担
を
し
て
い
な
い
月
以
降
の
月
分
の
掛
金
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定

は
、
適
用
し
な
い
。

19

附
則
第
十
三
項
の
規
定
は
、
同
項
の
申
出
が
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
通
算
し
て
三
十
六
月
間
の
各
月
の
短

時
間
加
入
者
に
係
る
掛
金
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
附
則
第
十
三
項
の
規

定
の
適
用
を
停
止
し
た
月
か
ら
附
則
第
十
七
項
の
解
除
の
申
出
を
し
た
日
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
間
の
各
月

は
通
算
し
な
い
も
の
と
す
る
。

20

附
則
第
十
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
共
済
規
程
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
短
期
給
付
に
係

る
掛
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
十
三
項
中
「
第
六
級
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
級
」

と
、「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
、「
附
則
別
表
第
一
各
号
」と
あ
る
の
は「
附

則
別
表
第
二
各
号
」
と
、「
附
則
別
表
第
一
に
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
別
表
第
二
に
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。





二 附 則 第 二 十 項 に お い て 準 用 す る 附 則 第 十 三 項 の 申 出 が あ っ た 日 の 属 す る 月 か ら 通 算 し て 二 年

を 経 過 し た 月 か ら 、 当 該 申 出 が あ っ た 日 の 属 す る 月 か ら 通 算 し て 三 年 を 経 過 し た 月 の 前 月 ま で

の 期 間 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 標 準 報 酬 月 額 の 等 級 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 定 め る 増

加 負 担 割 合

標 準 報 酬 月 額 の 等 級 増 加 負 担 割 合

第 一 級 百 分 の 二 十 五 に 二 分 の 一 を 乗 じ て 得 た 割 合

第 二 級 百 分 の 二 十 五 に 二 分 の 一 を 乗 じ て 得 た 割 合

第 三 級 百 分 の 二 十 五 に 二 分 の 一 を 乗 じ て 得 た 割 合

第 四 級 百 分 の 二 十 五 に 二 分 の 一 を 乗 じ て 得 た 割 合

第 五 級 百 分 の 二 十 に 二 分 の 一 を 乗 じ て 得 た 割 合

第 六 級 百 分 の 十 四 に 二 分 の 一 を 乗 じ て 得 た 割 合

第 七 級 百 分 の 九 に 二 分 の 一 を 乗 じ て 得 た 割 合

第 八 級 百 分 の 五 に 二 分 の 一 を 乗 じ て 得 た 割 合

第 九 級 百 分 の 二 に 二 分 の 一 を 乗 じ て 得 た 割 合

令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

附 則

１ こ の 変 更 は 、 令 和 八 年 十 月 一 日 （ 以 下 「 実 施 日 」 と い う 。 ） か ら 実 施 す る 。

２ 日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団 共 済 規 程 の 一 部 変 更 に つ い て （ 平 成 二 十 八 年 九 月 三 十 日 文 部 科 学

大 臣 認 可 二 十 八 受 文 科 高 第 千 二 百 四 十 一 号 。 以 下 「 平 成 二 十 八 年 変 更 規 程 」 と い う 。 ） 附 則 第 二 項 の

規 定 に よ り 第 一 条 の 規 定 に よ る 変 更 前 の 日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団 共 済 規 程 第 十 二 条 第 一 項 第

三 号 の 規 定 を 適 用 し な い こ と と さ れ た 者 で あ っ て 、 実 施 日 ま で 引 き 続 き 加 入 者 の 資 格 を 有 す る も の

に つ い て は 、 日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団 共 済 規 程 附 則 第 三 項 か ら 第 十 一 項 ま で の 規 定 は 、 同 日

以 降 引 き 続 き 平 成 二 十 八 年 変 更 規 程 の 実 施 の 日 に お い て 使 用 さ れ て い た 学 校 法 人 等 に 使 用 さ れ て い

る 間 は 、 適 用 し な い 。

３ 第 一 条 の 規 定 に よ る 変 更 後 の 日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団 共 済 規 程 第 二 十 五 条 の 五 並 び に 別 表

第 一 及 び 別 表 第 二 の 規 定 は 、 実 施 日 以 後 の 期 間 に お け る 基 準 利 率 、 終 身 年 金 現 価 率 及 び 有 期 年 金 現

価 率 （ そ れ ぞ れ 私 立 学 校 教 職 員 共 済 法 （ 昭 和 二 十 八 年 法 律 第 二 百 四 十 五 号 ） 第 二 十 五 条 に お い て 準

用 す る 国 家 公 務 員 共 済 組 合 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第 百 二 十 八 号 ） 第 七 十 五 条 第 三 項 、 第 七 十 八 条 第

一 項 及 び 第 七 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 基 準 利 率 、 終 身 年 金 現 価 率 及 び 有 期 年 金 現 価 率 を い う 。 以 下

こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に つ い て 適 用 し 、 実 施 日 前 の 期 間 に お い て 適 用 さ れ る 基 準 利 率 、 終 身 年 金 現

価 率 及 び 有 期 年 金 現 価 率 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 八 日

東 京 都 千 代 田 区 富 士 見 一 丁 目 一 〇 番 一 二 号 日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団







令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







令
和

年


月


日
水
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

会 社 そ の 他 の 公 告

解 散 公 告

当 社 は 、 株 主 総 会 の 決 議 に よ り 令 和 八 年 十 月 十

三 日 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権 を 有 す る

方 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に お 申 し

出 下 さ い 。

な お 、 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算 か

ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 十 月 二 十 八 日

青 森 市 安 方 一 丁 目 一 番 三 二 号

津 軽 オ フ シ ョ ア ウ イ ン ド サ ー ビ ス 株 式 会 社

代 表 清 算 人 松 島 聡

解 散 公 告

当 社 は 、 令 和 八 年 十 月 六 日 開 催 の 株 主 総 会 の 決

議 に よ り 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権 を 有

す る 方 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に お

申 し 出 下 さ い 。

な お 、 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算 か

ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 十 月 二 十 八 日

宮 城 県 遠 田 郡 涌 谷 町 字 花 勝 山 二 号 五 八 番 地 六

有 限 会 社 こ と ぶ き

清 算 人 末 永 淳 子

解 散 公 告

当 社 は 、 令 和 八 年 十 月 一 日 株 主 総 会 の 決 議 に よ

り 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権 を 有 す る 方

は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に お 申 し 出

下 さ い 。

な お 、 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算 か

ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 十 月 二 十 八 日

北 海 道 美 唄 市 東 三 条 南 六 丁 目 一 番 三 号

有 限 会 社 山 カ 市 村 商 店

清 算 人 上 田 勝 美

解 散 公 告

当 社 は 、 株 主 総 会 の 決 議 に よ り 令 和 八 年 十 月 十

三 日 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権 を 有 す る

方 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に お 申 し

出 下 さ い 。

な お 、 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算 か

ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 十 月 二 十 八 日

青 森 県 上 北 郡 六 ヶ 所 村 大 字 尾 駮 字 家 ノ 前 一

番 地 六 〇

陸 奥 湾 オ フ シ ョ ア ウ イ ン ド サ ー ビ ス 株 式

会 社 代 表 清 算 人 松 島 聡

解 散 公 告

当 社 は 、 令 和 八 年 十 月 二 十 七 日 開 催 の 株 主 総 会

の 決 議 に よ り 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権

を 有 す る 方 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内

に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算 か

ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 十 月 二 十 八 日

秋 田 県 仙 北 市 角 館 町 水 の 目 沢 七 九 の 一

株 式 会 社 黒 澤 製 材 所

代 表 清 算 人 黒 澤 太 稀







令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

山
形
県
東
村
山
郡
中
山
町
大
字
長
崎
四
一
八
八
番

地

株
式
会
社
Ｃ
Ｏ
Ｚ
Ｙ
デ
ザ
イ
ン

代
表
清
算
人

小
林

修
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
八
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

茨
城
県
鹿
嶋
市
田
野
辺
五
四
〇
番
地
二

合
同
会
社
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ

清
算
人

髙
須

正
治

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
、
同
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

茨
城
県
つ
く
ば
市
千
現
一
丁
目
一
八
番
地
五
パ
レ

ス
ハ
ピ
ネ
ス
一
一
一
号
室

有
限
会
社
つ
く
ば
ト
ラ
ス
ト
イ
ン
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン

清
算
人

今
川

美
香

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

群
馬
県
太
田
市
飯
田
町
五
三
〇
番
地

イ
ン
テ
ン
ド
株
式
会
社

代
表
清
算
人

西
田

孝
昭

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

群
馬
県
館
林
市
赤
生
田
町
二
三
四
六
番
地
一

有
限
会
社
わ
か
ん
さ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

清
算
人

岩
﨑

敏
盈

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
富
田
三
九
二
一
番
地
五

株
式
会
社
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
電
気

代
表
清
算
人

檜
山

孝
志

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

埼
玉
県
八
潮
市
八
條
四
二
一
番
地

有
限
会
社
八
条
パ
ッ
ケ
ー
ジ

清
算
人

會
田

も
と

解
散
公
告

当
組
合
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
総
会
の
決
議
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

千
葉
県
成
田
市
並
木
町
一
九
〇
番
地
五

成
田
地
区
自
動
車
整
備
業
協
同
組
合

清
算
人

小
川

保

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
一
丁
目
三
番
地
幕
張
テ
ク
ノ

ガ
ー
デ
ン
Ｂ
棟
五
階

有
限
会
社
ネ
ッ
ト
コ
マ
ー
ス

清
算
人

佐
々
木
浩
介

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町
保
田
三
五
〇
番
四

一
般
社
団
法
人
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ

Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

Ｎ

Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

代
表
清
算
人

國
信
隆
之
介

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

千
葉
県
浦
安
市
美
浜
一
丁
目
三
番
一
〇
〇
六
号

有
限
会
社
皆
行
企
画

清
算
人

二
神
美
紀
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
を
も
っ
て
解
散
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら

除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
中
央
区
築
地
六
丁
目
一
九
番
二
〇
号

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
ア
グ
リ

代
表
清
算
人

川
﨑

靖
史

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
丁
目
一
九
番
一
五
号
宮
益

坂
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
六
〇
九

一
般
社
団
法
人
全
国
施
工
店
倒
産
時
保
証
業
協
会

代
表
清
算
人

関

さ
つ
き

解
散
公
告

当
社
は
会
社
法
第
四
百
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き

は
清
算
か
ら
除
斥
さ
れ
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
丁
目
二
四
番
七
号

大
町
興
業
株
式
会
社

代
表
清
算
人

大
町

純

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
江
戸
川
区
篠
崎
町
二
丁
目
七
番
一
号

合
同
会
社
イ
ン
テ
リ
ア
エ
ム
ズ

清
算
人

前
田

博
明

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
北
青
山
一
丁
目
三
番
一
号
ア
ー
ル

キ
ュ
ー
ブ
青
山
三
階

株
式
会
社
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
リ
サ
ー
チ
・
ア
ン

ド
・
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス

代
表
清
算
人

深
澤

宙





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
五
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
葛
飾
区
小
菅
一
丁
目
一
二
番
一
八
号

興
陽
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
合
同
会
社

清
算
人

鈴
木

仁
美

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
場
合
は
清
算
か

ら
除
斥
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
五
号

合
同
会
社
Ｈ
ｉ
Ｊ
ｏ
Ｊ
ｏ
．
ｃ
ｏ
ｍ
１

清
算
人

武
壽

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
一
番
一
号

ナ
イ
ン
ア
ワ
ー
ズ
プ
ロ
パ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
１
号

合
同
会
社

清
算
人

平
野

和
俊

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
新
宿
区
四
谷
二
丁
目
九
番
地
一
五
東
京
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
綜
合
事
務
所
内合

同
会
社
Ｓ
Ｐ
Ｖ
０
４

清
算
人

池
田

卓
也

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
六
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
町
田
市
原
町
田
四
丁
目
一
一
番
一
四
号
コ

ロ
ン
ブ
ス
ビ
ル
三
Ｆト

ミ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
清
算
人

秦

思

琪

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
江
戸
川
区
江
戸
川
六
丁
目
四
〇

一
四

二
〇
八

株
式
会
社
瑞
恩
国
際

代
表
清
算
人

王

志
紅

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一

一
二

四
Ｎ
＆
Ｅ
Ｂ
Ｌ

Ｄ
．
七
階

株
式
会
社
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｒ

代
表
清
算
人

松
山

寛
紀

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
四
番
地
九
新
東
京
国
際

リ
ー
ガ
ル
内

Ａ
Ｎ
Ｓ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

陳

子
軒

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
六
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
六
本
木
六
丁
目
三
番
一
号

株
式
会
社
生
命
科
学
研
究
機
構

代
表
清
算
人

小
松

真
実

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
七
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
六
本
木
七
丁
目
七
番
七
号
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｉ
九
階

Ａ
Ｊ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
２
合
同
会
社

清
算
人

マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー

ネ
・
オ
ー
ル
ガ
ル
ト

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら

除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
北
区
田
端
三
丁
目
一
八
番
一
五
号

株
式
会
社
ベ
ル
ク
レ
ア
チ
ュ
ー
ル

代
表
清
算
人

林

喜
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
大
田
区
大
森
中
一
丁
目
一
一
番
五
号

有
限
会
社
大
森
廣
尾
鍍
金
工
場

清
算
人

志
田

和
陽

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
十
月
十

三
日
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
五
号

日
本
オ
フ
シ
ョ
ア
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
清
算
人

須
藤

豊

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
板
橋
区
高
島
平
二
丁
目
二
〇
番
五
号

株
式
会
社
日
本
マ
テ
リ
ア
ル

代
表
清
算
人

田
中

裕
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
目
黒
区
目
黒
本
町
四
丁
目
四
番
一
八
号

有
限
会
社
鈴
木
螺
子
製
作
所

代
表
清
算
人

鈴
木

勲
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
、
令
和
八
年
九
月

三
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
西
麻
布
三
丁
目
一
七
番
一
三
号
ジ
ュ

ニ
ス
西
麻
布
一
階株

式
会
社
オ
ン
ラ
イ
フ
コ
マ
ー
ス

代
表
清
算
人

髙
﨑

航





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
、
令
和
八
年
九
月

三
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
西
麻
布
三
丁
目
一
七
番
一
三
号
ジ
ュ

ニ
ス
西
麻
布
一
階

株
式
会
社
Ｂ
ｅ
ｃ
ｋ

代
表
清
算
人

石
倉

貴
史

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
四
丁
目
九
番
一
号

株
式
会
社
医
心
方

代
表
清
算
人

小
仲

正
久

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
一
四
八
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
新
宿
区
大
久
保
二
丁
目
一
三
番
四
号
北
原

ビ
ル
八
〇
六
号

一
般
社
団
法
人
く
ら
し
の
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

代
表
清
算
人

井
出

亜
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
七
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
丁
目
一
〇
番
八
号
渋
谷

道
玄
坂
東
急
ビ
ル
二
Ｆ

Ｃ
株
式
会
社
Ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｏ
ｎ

代
表
清
算
人

大
友

英
嗣

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
社
員
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
六
本
木
六
丁
目
二
番
三
五
号
四
階

一
般
社
団
法
人
Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｕ
ｃ
ｈ
ｉ

Ｎ
ｏ
．

１
０
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ

代
表
清
算
人

市
村

吉
也

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
臨
時
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
足
立
区
江
北
五
丁
目
九
番
一
六
号

株
式
会
社
レ
イ
ン
ボ
ー
ゲ
ー
ト

代
表
清
算
人

河
原

昌
史

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
江
東
区
北
砂
五
丁
目
二
〇
番
七

一
〇
二

二
号株

式
会
社
エ
イ
・
ア
イ
・
ジ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン

代
表
清
算
人

阿
部

達
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
文
京
区
小
日
向
四
丁
目
二
番
五
号

有
限
会
社
桃
源

清
算
人

有
田
恵
美
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
六

二
三

四
桑
野
ビ
ル

二
階

株
式
会
社
ホ
ー
プ
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
清
算
人

土
生

力

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
五
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
三

二
四

五

合
同
会
社
ケ
ミ
ス
テ
ラ

清
算
人

寺
田

常
徳

解
散
公
告

当
会
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
会
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

横
浜
市
泉
区
緑
園
六
丁
目
二
九
番
地
の
七

有
限
会
社
幸
己

清
算
人

寺
井

典
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

横
浜
市
港
南
区
日
野
中
央
二
丁
目
二
二
番
二
四
号

有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
ズ
ア
ペ
ッ
ク
ス

清
算
人

甲
斐

啓
史

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

横
浜
市
中
区
本
牧
和
田
一
一
番
一

二
〇
二
号

株
式
会
社
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
清
算
人

堤

国
威

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

横
浜
市
栄
区
長
尾
台
町
四
九
七
番
地
一
五

株
式
会
社
サ
ン
ラ
イ
ズ

代
表
清
算
人

大
谷

千
鶴

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
長
潟
一
丁
目
五
番
二
二
号

有
限
会
社
ク
イ
ッ
ク
１

清
算
人

大
滝

智
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

福
井
県
大
野
市
佐
開
五
五
号
一
番
地
一
六

有
限
会
社
フ
イ
ッ
シ
ン
グ
ラ
ン
ド
ア
ラ
シ
マ

清
算
人

清
水

節
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

岐
阜
県
岐
阜
市
福
光
東
一
丁
目
二
三
番
六
号

有
限
会
社
セ
ン
ハ
ウ
ス

清
算
人

大
野
あ
き
こ





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
向
敷
地
五
丁
目
四
番
二
三
号

株
式
会
社
Ａ
Ｋ
企
画

代
表
清
算
人

浅
井
勝
一
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
古
庄
一
丁
目
七
番
四
号

株
式
会
社
日
本
レ
ン
タ
リ
ー
ス
東
海

代
表
清
算
人

是
永

英
和

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
に
株
主
総
会
の
決
議

が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
株
主
全
員
の
同
意
（
会
社

法
三
一
九
条
第
一
項
に
基
づ
く
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
る
株
主
全
員
の
同
意
）
に
よ
り
同
年
十
月
一
日
を

も
っ
て
解
散
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

愛
知
県
長
久
手
市
熊
田
七
一
六
番
地

フ
ァ
ロ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
清
算
人

望
月

広
輝

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

名
古
屋
市
中
区
栄
五
丁
目
一
五
番
一
七
号
名
古
屋

再
生
医
療
幹
細
胞
免
疫
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
六
階

一
般
社
団
法
人
ド
ク
タ
ー
ズ
ラ
イ
フ
コ
ン
パ
ス

代
表
清
算
人

野
田

香
織

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

愛
知
県
一
宮
市
柚
木
颪
字
神
明
八
番
地

有
限
会
社
脇
田
鐵
工
所

清
算
人

脇
田

美
英

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

三
重
県
四
日
市
市
富
田
一
色
町
三
三
番
三
三
号

有
限
会
社
旭
工
房

清
算
人

角
見

北
斗

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

京
都
市
中
京
区
富
小
路
通
錦
小
路
下
る
大
文
字
町

六
〇
二
番
地
三
〇
三

合
同
会
社
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ

ｄ
ｅ
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

清
算
人

松
山

明
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
九
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

京
都
府
京
都
市
下
京
区
大
黒
町
二
二
七
番
地
第
２

キ
ョ
ー
ト
ビ
ル
四
〇
二

株
式
会
社
Ｈ
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

Ｌ
ａ

ｂ
ｓ

代
表
清
算
人

森

瑞
穂

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

京
都
市
伏
見
区
東
柳
町
五
〇
六
番
地
二
ベ
ル
ハ
イ

ツ
中
書
島
一
〇
二

合
同
会
社
嘉
言
堂

清
算
人

龔

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
、
社
員
全
員
の
同
意

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁
目
二
番
二
号
大
阪
駅
前
第

二
ビ
ル
一
二

一
二

Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ

Ｂ
ｌ
ｉ
ｓ
ｓ
合
同
会
社

清
算
人

中
嶋

英
人

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
市
浪
速
区
幸
町
二
丁
目
三
番
一
四
号

一
般
社
団
法
人
事
業
活
動
推
進
協
会

代
表
清
算
人

錦
戸

慎
司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
府
泉
佐
野
市
南
泉
ケ
丘
二
丁
目
六
八
六
番
地

一
四
の
二

秋
潤
株
式
会
社

代
表
清
算
人

張

清

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
府
堺
市
堺
区
北
三
国
ヶ
丘
町
七
丁
四
番
二
一
号

合
同
会
社
ナ
ノ
・
プ
ラ
ン

清
算
人

堀
野

幸
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
市
淀
川
区
西
宮
原
三
丁
目
二
番
一

三
一
七
号

清
川
一
境
株
式
会
社

代
表
清
算
人

管

懐
源

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
市
西
成
区
岸
里
二
丁
目
二
番
四

三
〇
五
号

東
海
科
技
株
式
会
社

代
表
清
算
人

鐘

志
東

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
三
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
市
天
王
寺
区
上
汐
四
丁
目
五
番
一
一
号
吉
祥

苑
マ
ン
シ
ョ
ン
五
Ａ

日
和
商
事
株
式
会
社

代
表
清
算
人

鐘

楚
云

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
市
東
成
区
深
江
北
三
丁
目
四
番
二
一
号
エ
ク

ラ
深
江
橋
五
一
一
Ｃ

神
華
株
式
会
社

代
表
清
算
人

胡

旭
偉





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
市
東
成
区
大
今
里
西
三
丁
目
一
五
番
六
号

Ｉ
ｍ
ａ
ｚ
ａ
ｔ
ｏ
Ｔ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
四
〇
四
Ａ

華
瑞
株
式
会
社

代
表
清
算
人

陳

志
剛

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
市
東
成
区
深
江
北
三
丁
目
四
番
二
一
号
エ
ク

ラ
深
江
橋
四
一
〇
Ｂ

莫
尼
特
株
式
会
社

代
表
清
算
人

趙

阿
桃

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
市
東
成
区
大
今
里
三
丁
目
一
五
番
六
号
Ｉ
ｍ

ａ
ｚ
ａ
ｔ
ｏ
Ｔ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
二
一
一
Ｃ

多
美
仕
Ｄ
ｍ
ｉ
ｓ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

山
根

武
広

解
散
公
告

当
社
は
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
九
月
二

十
九
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
府
豊
中
市
東
豊
中
町
四
丁
目
二
三
番
五
号

有
限
会
社
オ
ー
ソ
ス
タ
ー
シ
オ
ン

清
算
人

香
川

正
之

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
市
中
央
区
道
頓
堀
二
丁
目
一
番
三
号
パ
ー
ク

ラ
ン
ド
ビ
ル
一
Ｆ

ム
ハ
ハ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

山
元

貫
司

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
府
豊
中
市
東
豊
中
町
六
丁
目
六
番
二
八

五

〇
七
号

有
限
会
社
シ
ス
ポ
ー
ト

清
算
人

久
世

英
次

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
八
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
府
四
條
畷
市
西
中
野
一
丁
目
五
番
一
六
号

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ム
ラ

代
表
清
算
人

木
村

八
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

兵
庫
県
西
宮
市
久
出
ケ
谷
町
一
一
番
二
号

合
同
会
社
Ａ
Ｗ
Ｒ

清
算
人

小
澤

慧
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
南
町
四
丁
目
一
〇
番
一
九
号

株
式
会
社
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

代
表
清
算
人

佐
藤

良

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

兵
庫
県

屋
市
山
手
町
二

六

二
〇
二

株
式
会
社
プ
ラ
ス

代
表
清
算
人

藤
田

忠
芳

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

奈
良
県
大
和
郡
山
市
白
土
町
六
三
九
番
地

有
限
会
社
ヤ
マ
シ
ョ
ウ

清
算
人

南
田

有
美

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
南
一
丁
目
一
二
番

一
六
号

森
本
食
品
株
式
会
社

代
表
清
算
人

森
本

嚴
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

奈
良
県
天
理
市
櫟
本
町
二
八
〇
三
番
地
八
八

株
式
会
社
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

代
表
清
算
人

薦
田

昌
彦

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

和
歌
山
市
和
歌
浦
東
一
丁
目
六
番
二
九
号

株
式
会
社
Ｂ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｖ
ｅ

代
表
清
算
人

長
井

一
朗

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
総
社
員
の
同
意
に
よ
り

解
散
し
た
の
で
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

岡
山
県
真
庭
市
西
原
二
八
九
番
地
一

合
同
会
社
逓
信
サ
ー
ビ
ス

清
算
人

江
田

貴
博

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

岡
山
県
岡
山
市
北
区
春
日
町
三
番
四
号

有
限
会
社
福
助

清
算
人

國
方

弘

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

岡
山
県
真
庭
市
上
水
田
二
八
五
五
番
地
一

有
限
会
社
石
井
建
材
店

代
表
清
算
人

石
井

秀
明





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

広
島
県
三
原
市
円
一
町
三
丁
目
八
番
一

四
〇
三
号

有
限
会
社
鈴
木
組

代
表
清
算
人

鈴
木

美
弥

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

広
島
県
福
山
市
佐
波
町
五
一
八
番
地
の
四

株
式
会
社
明
和
メ
デ
ィ
カ
ル

代
表
清
算
人

大
林
真
理
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
九
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

広
島
県
呉
市
吉
浦
東
本
町
一
丁
目
二
番
一
号

有
限
会
社
中
本
鉄
工
所

清
算
人

山
木
健
治
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

愛
媛
県
伊
予
郡
松
前
町
大
字
昌
農
内
六
四
〇
番
地
九

株
式
会
社
縁

代
表
清
算
人

西
川

龍
二

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
二
丁
目
七
番
地
三

有
限
会
社
ラ
・
バ
ガ
ー
ジ
ュ

清
算
人

桜
井
美
智
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

福
岡
市
早
良
区
室
見
一
丁
目
四
番
五

一
八
〇
一

号
モ
ン
ト
ー
レ
室
見
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア

青
柳
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
ー
ス
株
式
会
社

代
表
清
算
人

青
栁

諒

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
六
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

北
九
州
市
小
倉
北
区
霧
ヶ
丘
二
丁
目
二
四
番
五
号

株
式
会
社
サ
ン
サ
ン

代
表
清
算
人

小
松
ミ
サ
代

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

長
崎
市
東
町
二
四
九
一
番
地
四
三

合
同
会
社
ロ
ザ
リ
ウ
ム

清
算
人

田
川

明
美

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

長
崎
県
諫
早
市
有
喜
町
四
一
二
番
地
一

森
水
産
株
式
会
社

代
表
清
算
人

森

治
行

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

長
崎
市
浜
平
一
丁
目
一
五
番
五
号

有
限
会
社
坂
口
建
装

清
算
人

詰
坂

彰
規

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

熊
本
県
菊
池
市
亘
三
九
〇
番
地
一

株
式
会
社
外
村
設
計

代
表
清
算
人

外
村
み
や
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
分
市
古
国
府
四
丁
目
七
番
一
三
号

株
式
会
社
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ズ
・
デ
ポ

代
表
清
算
人

大
石

匡
巳

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
分
市
大
字
下
郡
三
〇
二
一
番
地
の
三

有
限
会
社
藤
木
木
工
製
作
所

清
算
人

河
野

真
司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

宮
崎
県
宮
崎
市
恒
久
二
丁
目
二
番
地
九

有
限
会
社
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
カ
ン
パ
ニ
ー

清
算
人

田
中

大
輔

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
並
び
に
北
海
道
知
事
の
認
可
に
よ
り
令
和
八
年
九

月
十
八
日
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

北
海
道
恵
庭
市
恵
み
野
西
六
丁
目
二
〇
番
一

医
療
法
人
社
団
岡
田
内
科
小
児
科
医
院

清
算
人

岡
田

宏
満

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
並
び
に
茨
城
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
令
和
八
年

九
月
三
十
日
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

茨
城
県
古
河
市
諸
川
二
五
二
二
番
地
三
一

医
療
法
人
学
真
会

清
算
人

鈴
木

学

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
土
地
改
良
区
は
、
土
地
改
良
法
第
六
十
七
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
令
和
八
年
九
月
十
日
付
け
で
埼
玉
県
知

事
の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
土
地
改
良
区
に
債

権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里
町
大
字
木
部
三
二
三
番
地
一

清
算
法
人
美
里
第
二
土
地
改
良
区

代
表
清
算
人

中
島

邦
宜





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
総
社
員
の
同
意
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、

当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か

ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
板
橋
区
常
盤
台
一
丁
目
一
八
番
五
号

税
理
士
法
人
Ａ
Ｔ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

清
算
人

湯
口

雅
之

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

岐
阜
県
海
津
市
海
津
町
高
須
町
二
一
九
番
地

宗
教
法
人
瑞
應
院

清
算
人

長
谷
川
快
真

解
散
公
告
（
第
一
回
）

当
法
人
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

長
崎
市
平
和
町
八
番
七
号

医
療
法
人
社
団
昭
成
会
岩
永
医
院

清
算
人

岩
永
美
智
子

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
組
合
は
、
組
合
規
約
に
定
め
た
解
散
事
由
の
発
生
の

た
め
令
和
八
年
九
月
三
日
に
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

当
組
合
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、本
公
告
第
一
回
掲
載（
令

和
八
年
十
月
二
十
六
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

北
海
道
函
館
市
湯
川
町
一
丁
目
一
番
一
二
号

日
本
私
鉄
労
働
組
合
総
連
合
会
北
海
道
地
方
労

働
組
合
函
館
バ
ス
支
部

清
算
人

鈴
木

富
夫

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
、
診
療
所
の
す
べ

て
を
廃
止
し
、
同
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人

に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載
第
一
回
掲
載
（
令

和
八
年
九
月
二
十
七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
藤
沢
市
湘
南
台
二
丁
目
二
七
番
一
五
号

東
永
ビ
ル
一
階

医
療
法
人
社
団
さ
く
ま
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

清
算
人

佐
久
間
秀
哉

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十

月
二
十
六
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清

算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
千
本
西
入
南
上
善
寺
町

一
七
〇
番
地
三

医
療
法
人
社
団
正
豊
会
す
ぎ
は
ら
医
院

清
算
人

杉
原
み
ど
り

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
組
合
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
四
日
開
催
の
臨
時
大

会
の
決
議
に
よ
り
令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
以
て
解
散
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本

公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二
十
七
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

島
根
県
松
江
市
東
出
雲
町
揖
屋
六
六
七
番
地
一

三
菱
農
機
労
働
組
合

清
算
人

乘
本

克
己

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
九
月
十
七
日
社
員
総
会
の
決
議

に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二
十
七
日
）
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

広
島
県
呉
市
仁
方
西
神
町
四
番
一
四
号

医
療
法
人
社
団
田
村
内
科
・
小
児
科

清
算
人

田
村

宏

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
三
月
十
二
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
並
び
に
東
京
都
知
事
の
認
可
に
よ
り
令
和
八
年
八

月
二
十
五
日
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載（
令
和
八
年
十
月
二
十
六
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
南
青
山
五
丁
目
四
番
三
五
号
た
つ
む

ら
青
山
マ
ン
シ
ョ
ン
四
〇
九
号
室

医
療
法
人
社
団
川
崎
歯
科
診
療
所

清
算
人

濱
島
ひ
ろ
み

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
九
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
並
び
に
東
京
都
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八

年
八
月
二
十
五
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、本
公
告
第
一
回
掲
載（
令

和
八
年
十
月
二
十
六
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
一
丁
目
一
三
番
一
九
号
弘

林
ビ
ル
三
階

医
療
法
人
社
団
慶
順
会

清
算
人

申

基

泰

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
三
月
二
十
二
日
開
催
の
集
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月

二
十
六
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
子
安
通
一
丁
目
三
番

地
四

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
子
安
駅
管
理
組
合
法
人

清
算
人

庄
子

哲
也

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
を
も
っ
て
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二
十
六
日
）
の
翌
日
か

ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内

に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

愛
知
県
豊
橋
市
前
田
町
二
丁
目
一
〇
番
地
一
〇

医
療
法
人
社
団
玲
仁
会

清
算
人

山
内

照
司

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
十
日
開
催
の
総
会
及
び
責

任
役
員
会
の
決
議
並
び
に
広
島
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、

令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法

人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和

八
年
十
月
二
十
六
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清

算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

広
島
県
竹
原
市
中
央
二
丁
目
一
七
番
一
一
号

竹
原
キ
リ
ス
ト
教
会

清
算
人

中
野

信

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
四
月
二
十
八
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
並
び
に
広
島
市
長
の
認
可
に
よ
り
令
和
八
年
九

月
十
六
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二

十
六
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

広
島
市
中
区
大
手
町
五
丁
目
六
番
二
三
号
エ
ス
ポ

ワ
ー
ル
た
か
の
ば
し
一
・
二
階医

療
法
人
住
田
医
院

清
算
人

清
永
と
き
よ

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二
十
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

鹿
児
島
県
曽
於
郡
大
崎
町
仮
宿
一
五
四
八
番
地

医
療
法
人
上
床
歯
科
医
院

清
算
人

上
床

義
人





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第 22 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
青森県八戸市大字市川町字下揚45番地44

株式会社ハチカン
代表取締役社長 山川 智彦
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在)(単位：百万円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 3,271
固 定 資 産 4,824
合 計 8,095

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 7,354
固 定 負 債 691
株 主 資 本 50
資 本 金 100
利 益 剰 余 金 50
その他利益剰余金 79
(うち当期純利益) (24)
合 計 8,095

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 38 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

群馬県高崎市上並榎町258番地１
株式会社アペックス
代表取締役 西上 節也

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 2,467,979
固 定 資 産 33,694
合 計 2,501,673

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 407,759
固 定 負 債 445
株 主 資 本 2,093,468
資 本 金 40,000
利 益 剰 余 金 2,053,468
利 益 準 備 金 10,000
その他利益剰余金 2,043,468
(うち当期純利益) (214,052)
合 計 2,501,673

第７期決算公告 2026年10月22日
東京都千代田区霞が関三丁目２番１号

霞ヶ関投資顧問株式会社
代表取締役 横山 洋平

貸借対照表の要旨(2026年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 3,786,886
固 定 資 産 3,612,214
資 産 合 計 7,399,100

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,252,153
固 定 負 債 1,913,664
株 主 資 本 1,233,282
資 本 金 110,000
資 本 剰 余 金 100,000
資 本 準 備 金 100,000
利 益 剰 余 金 1,023,282
その他利益剰余金 1,023,282
(うち当期純利益) (1,029,134)

負債・純資産合計 7,399,100

第５期決算公告 令和８年10月22日
東京都千代田区霞が関三丁目２番１号
ロジフラッグ・デベロプメント株式会社

代表取締役 本間 智宏
貸借対照表の要旨(令和８年８月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 1,078,093
固 定 資 産 161,405
資 産 合 計 1,239,499

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 60,555
負 債 合 計 60,555
株 主 資 本 1,178,944
資 本 金 101,000
利 益 剰 余 金 1,077,944
利 益 準 備 金 25,250
その他利益剰余金 1,052,694
(うち当期純利益) (69,886)
純資産合計 1,178,944
負債・純資産合計 1,239,499

第 19 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
東京都新宿区西新宿６５１新宿アイランドタワー４階

ＤＲＣ医薬株式会社
代表取締役 岡崎 成実

貸借対照表の要旨 (令和８年７月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 81,450 流 動 負 債 1,110,689
固 定 資 産 11,713 賞 与 引 当 金 652

そ の 他 1,110,037
固 定 負 債 332,513
株 主 資 本 1,350,037
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 10,000
資 本 準 備 金 10,000
利 益 剰 余 金 1,370,037
その他利益剰余金 1,370,037
(うち当期純損失) (712,008)

資 産 合 計 93,164 負債・純資産合計 93,164

第 67 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日 神奈川県平塚市新町２番65号

カトウ工機株式会社
代表取締役 加藤 祐造

貸借対照表の要旨 (令和８年７月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 654,145 流 動 負 債 179,878
固 定 資 産 814,020 賞 与 引 当 金 9,299

固 定 負 債 106,044
退職給付引当金 15,696
株 主 資 本 1,146,911
資 本 金 25,000
利 益 剰 余 金 1,121,911
利 益 準 備 金 6,250
その他利益剰余金 1,115,661
(うち当期純損失) (55,329)

評価・換算差額等 35,333
その他有価証券評価
差額金 35,333

資 産 合 計 1,468,165 負債・純資産合計 1,468,165

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報


合
同
会
社
加
勢
糸
満
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


関
整
特
事
445号


代
表
社
員

坂
本
靖
明


千
葉
県
船
橋
市
本
町

二
丁
目
10番
14号


1000万

円

関
東
地
方
整
備
局
長

千
葉
県
船
橋
市
本
町
二
丁
目
10番
14号

合
同
会
社

加
勢
糸
満
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
社
員
坂
本
靖
明


み
ず
ほ
リ
ー
ス
株
式
会
社


東
京
都
知
事

91167


代
表
取
締
役

中
村
昭


東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁

目
２
番
３
号

1000万

円

東
京
都
知
事

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
２
番
３
号
み
ず
ほ
リ
ー
ス
株
式
会

社
代
表
取
締
役
中
村
昭


東
京
不
動
産
売
却
維
新
法
務
株
式
会
社


東
京
都
知
事

86648


代
表
取
締
役

飯
髙
祐
史


東
京
都
文

京
区
白
山
五
丁
目
19番

10号
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
石
川
ビ
ル
301号


1000万

円

東
京
都
知
事


東
京
都
文
京
区
白

山
五
丁
目
19番

10号
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
石
川
ビ
ル
301号

東
京
不
動
産
売
却
維
新
法
務
株
式
会
社

代
表
取
締
役

飯
髙

祐
史


株
式
会
社
佐
藤
秀


東
京
都
知
事

26338


代
表
取
締
役

植
木
宣
一
郎


東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ケ
谷
五

丁
目
33番
８
号

1000万

円

東
京
都
知
事

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ケ
谷
五
丁
目
33番
８
号
株
式
会
社
佐
藤

秀
代
表
取
締
役
植
木
宣
一
郎

宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
取
り
も
ど
し
公
告

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
30条
及
び
宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
規
則
第
７
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告

し
ま
す
。

下
記
の
者
に
係
る
営
業
保
証
金
に
つ
き
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
27条
第
１
項
の
権
利
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
６
箇
月
以
内
に
そ
の
債
権
の
額
、
債
権
発
生
の
原
因
た
る
事
実
並
び
に
住
所
氏
名
又
は
名
称
を
記
載
し
た

申
出
書
２
通
を
下
記
提
出
先
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
前
記
の
申
出
書
の
提
出
が
な
い
と
き
は
、
下
記
の
者
に
係
る
営
業

保
証
金
は
同
人
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

令
和
８
年
10
月
28
日

記
［
掲
載
順
序
］


商
号
又
は
名
称

免
許
証
番
号

（
代
表
者
の
）
氏
名

事
務
所
の
所
在
地

営
業
保
証
金
の
額

申

出
書
提
出
先

掲
載
者
住
所
、
商
号
又
は
名
称
及
び
氏
名





資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
三
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

北
海
道
滝
川
市
流
通
団
地
二
丁
目
四
番
六
号

株
式
会
社
ミ
ク
ニ
舎

代
表
取
締
役

稲
葉

了
大

決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
北海道滝川市流通団地二丁目４番６号

株式会社ミクニ舎
代表取締役 稲葉 了大

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 230,779
固 定 資 産 64,271
資 産 合 計 295,051

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 126,831
固 定 負 債 36,010
株 主 資 本 132,209
資 本 金 40,000
利 益 剰 余 金 92,209
利 益 準 備 金 250
その他利益剰余金 91,959
(うち当期純利益) (22,181)

負債・純資産合計 295,051

第５期決算公告 令和８年９月25日
東京都千代田区大手町一丁目６番１号

Ｍａｔｌａｎｔｉｓ株式会社
代表取締役 岡野原大輔

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 2,462,924
固 定 資 産 103,430
資 産 合 計 2,566,355

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,745,551
賞 与 引 当 金 38,237
そ の 他 1,707,314
株 主 資 本 820,803
資 本 金 310,000
資 本 剰 余 金 200,000
資 本 準 備 金 200,000
利 益 剰 余 金 310,803
その他利益剰余金 310,803
(うち当期純利益) (123,489)

負債・純資産合計 2,566,355

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
三
億
三
千
三
百
十

六
万
二
千
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
口
市
弥
平
三
丁
目
一
二
番
二
四
号

株
式
会
社
齋
藤
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

齋
藤

隆

第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

埼玉県川口市弥平三丁目12番24号
株式会社齋藤ホールディングス

代表取締役 齋藤 隆
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 3,319
固 定 資 産 214,147
繰 延 資 産 450
合 計 217,917

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 56,163
固 定 負 債 163,000
株 主 資 本  1,245
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金  2,245
その他利益剰余金  2,245
(うち当期純損失) (2,138)
合 計 217,917

第 52 期 決 算 公 告
令和８年９月 26 日
東京都豊島区南池袋２丁目47番13号
株式会社日本ディスプレイセンター

代表取締役 滝沢 敏広
貸借対照表の要旨

(令和８年７月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 390,405
固 定 資 産 107,861
合 計 498,266

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 127,046
固 定 負 債 105,164
株 主 資 本 266,056
資 本 金 26,000
利 益 剰 余 金 240,056
利 益 準 備 金 2,000
その他利益剰余金 238,056
(うち当期純損失) (13,097)
合 計 498,266

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
千
万
四
千
九
百
五
十

六
円
減
少
し
八
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。効

力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
四
日
で
あ
り
、

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
八
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

埼
玉
県
和
光
市
南
一
丁
目
一
四
番
一
八
号

株
式
会
社
ベ
ス
ト
ワ
ン

代
表
取
締
役

中
澤
謙
之
介

第 33 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

埼玉県和光市南一丁目14番18号
株式会社ベストワン
代表取締役 中澤謙之介

貸借対照表の要旨
(令和８年２月28日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 139,601
固 定 資 産 154,361
合 計 293,963

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 13,220
固 定 負 債 61,730
株 主 資 本 219,013
資 本 金 120,004
利 益 剰 余 金 99,008
その他利益剰余金 99,008
(うち当期純利益) (1,580)
合 計 293,963

第 24 期決算公告 令和８年９月30日
東京都品川区大崎一丁目11番２号

株式会社ダブルカルチャーパートナーズ
代表取締役 髙谷 有花

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 2,619,301
固 定 資 産 76,435
合 計 2,695,736

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,412,452
固 定 負 債 60,491
株 主 資 本 1,222,792
資 本 金 155,000
資 本 剰 余 金 142,428
資 本 準 備 金 142,428
利 益 剰 余 金 925,364
その他利益剰余金 925,364
(うち当期純利益) (378,524)
合 計 2,695,736

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
二
百
万
円
減
少
し

八
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
杉
並
区
下
井
草
二
丁
目
六
番
地
五
号

長
江
実
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

金
城

将

決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
東京都杉並区下井草２丁目６番地５号

長江実業株式会社
代表取締役 金城 将

貸借対照表の要旨
(令和８年７月31日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 24,905,603
固 定 資 産 4,762,652
合 計 29,668,255

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 227,642
固 定 負 債 22,830,819
株 主 資 本 6,609,794
資 本 金 30,000,000
利 益 剰 余 金 23,390,206
繰越利益剰余金 23,390,206
(うち当期純損失) (16,646,516)
合 計 29,668,255

第 70 期決算公告 令和８年10月28日
愛知県刈谷市野田町新上納166番地

株式会社クロト
代表取締役 下田 将之

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 3,323
固 定 資 産 4,411
資 産 合 計 7,734

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,282
固 定 負 債 217
株 主 資 本 6,235
資 本 金 45
資 本 剰 余 金 22
資 本 準 備 金 22
利 益 剰 余 金 6,167
利 益 準 備 金 5
その他利益剰余金 6,162
(うち当期純利益) (590)

負債・純資産合計 7,734

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 98 期 決 算 公 告
令和８年９月 10 日
愛知県豊田市日之出町１丁目９番地１

豊田石油株式会社
代表取締役社長 舟橋 正美
貸借対照表の要旨

(令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 205,052
固 定 資 産 572,225
合 計 777,277

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 246,523
固 定 負 債 49,736
株 主 資 本 481,018
資 本 金 80,000
利 益 剰 余 金 401,018
利 益 準 備 金 20,000
その他利益剰余金 381,018
(うち当期純利益) (35,834)
合 計 777,277

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
百
九
十
八
万
円
減
少

し
二
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
一
番
二
号
渋
谷
サ
ク
ラ

ス
テ
ー
ジ
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
一
五
〇
二

Ａ

建
商
株
式
会
社

代
表
取
締
役

尾
﨑

敏
之

第 28 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
東京都渋谷区桜丘町１番２号渋谷サクラ
ステージセントラルビル1502Ａ

建商株式会社
代表取締役 尾﨑 敏之

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 23
固 定 資 産 293
資 産 合 計 317

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 237
固 定 負 債 66
株 主 資 本 12
資 本 金 3
利 益 剰 余 金 9
その他利益剰余金 9
(うち当期純利益) (12)

負債・純資産合計 317

第 10 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

三重県津市本町32番35号
株式会社別所書店
代表取締役 別所 信啓

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 373,199
固 定 資 産 51,407
合 計 424,606

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 262,675
固 定 負 債 74,985
株 主 資 本 86,945
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 115,882
その他利益剰余金 115,882
(うち当期純利益) (4,096)
自 己 株 式 31,937
合 計 424,606

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
甲
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

愛
知
県
弥
富
市
三
百
島
一
丁
目
一
四
〇
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
田
中
工
作
所

代
表
取
締
役

田
中
豊
一
郎

愛
知
県
弥
富
市
三
百
島
一
丁
目
一
四
〇
番
地

（
乙
）
田
中
合
同
会
社

代
表
社
員

田
中

忠
男

第 59 期決算公告 令和８年10月28日
愛知県弥富市三百島一丁目140番地

株式会社田中工作所
代表取締役 田中豊一郎

貸借対照表の要旨(令和８年１月31日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 223,621,964
固 定 資 産 85,868,723
合 計 309,490,687

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 524,872,338
固 定 負 債 480,632,649
株 主 資 本 696,014,300
資 本 金 30,000,000
利 益 剰 余 金 726,014,300
利 益 準 備 金 4,500,000
別 途 積 立 金 75,000,000
繰越利益剰余金 805,514,300
(うち当期純利益) (9,397,834)
合 計 309,490,687

第 49 期 決 算 公 告
2026 年 10 月 28 日
大阪府羽曳野市軽里三丁目３番17号

株式会社天道組
代表取締役 天道 大輔

貸借対照表の要旨(2026年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 14,779
固 定 資 産 16,504
合 計 31,283

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 39,556
固 定 負 債 6,430
株 主 資 本  14,702
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金  34,702
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金  39,702
(うち当期純損失) (14,228)
合 計 31,283

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
千
五
百
五
十
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
九
千
七
百
五
十
万
円
減
少
し
、

そ
れ
ぞ
れ
五
千
万
円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
台
東
区
元
浅
草
二
丁
目
六
番
四
号

上
野
コ
ア
ビ
ル
九
階

株
式
会
社
Ｓ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

代
表
取
締
役

申

昌
赫

第 18 期決算公告 令和８年10月28日
東京都台東区元浅草二丁目６番４号
上野コアビル９階

株式会社ＳＯＺＯＮＥＸＴ
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(円)
資

産

の

部

流 動 資 産 274,791,376
固 定 資 産 180,948,949
繰 延 資 産 936,012
資 産 合 計 456,676,337

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 273,666,401
固 定 負 債 192,603,377
株 主 資 本 9,593,441
資 本 金 145,500,000
資 本 剰 余 金 97,500,000
資 本 準 備 金 97,500,000
利 益 剰 余 金 252,593,441
その他利益剰余金 252,593,441
(うち当期純利益) (34,599,504)

負債・純資産合計 456,676,337

第 50 期決算公告 令和８年10月28日
大阪市中央区内平野町２丁目２番７号
昭和エンジニアリング株式会社

代表取締役 家路 圭一
貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 1,030,335
固 定 資 産 3,055,055
合 計 4,085,391

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 253,608
(うち賞与引当金) (2,156)
株 主 資 本 3,831,782
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 3,840,482
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 3,837,982
(うち当期純利益) (618,571)
自 己 株 式  18,700
合 計 4,085,391

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
〇
〇
〇
万
円
減
少
し

一
〇
〇
〇
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
海
岸
三
丁
目
二
一
番
九
号
Ａ
Ｌ

Ｂ
Ａ
九
〇
一

株
式
会
社
ラ
イ
ン
ラ
イ
フ

代
表
取
締
役

笠
原

隆
則

第９期決算公告 令和８年10月28日
東京都港区海岸三丁目21番９号

ＡＬＢＡ901
株式会社ラインライフ
代表取締役 笠原 隆則

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 22,927,828
資 産 合 計 22,927,828

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,661,307
固 定 負 債 1,000,000
負 債 合 計 2,661,307
株 主 資 本 20,266,521
資 本 金 20,000,000
利 益 剰 余 金 266,521
その他利益剰余金 266,521
(うち当期純利益) (18,449)
純資産合計 20,266,521
負債・純資産合計 22,927,828

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社

コ
レ
ク
シ
ア
（
住
所

東
京
都
千
代
田
区
神
田
鍛
冶

町
三
丁
目
三
番
地
一
）
に
対
し
て
、
当
社
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
令
和

八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の

と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
鍛
冶
町
三
丁
目
三
番

地
一

株
式
会
社
パ
レ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

新
井

貴
雄

第８期決算公告 令和８年10月28日
東京都千代田区神田鍛冶町三丁目３番地１

株式会社パレットグループ
貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 69,572
固 定 資 産 30,683
繰 延 資 産 257
資 産 合 計 100,512

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 41,660
固 定 負 債 60,691
株 主 資 本 40,338
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 38,500
資 本 準 備 金 38,500
利 益 剰 余 金 178,838
その他利益剰余金 178,838
(うち当期純損失) (11,172)

新 株 予 約 権 38,500
負債・純資産合計 100,512

第 45 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
広島県福山市内海町字大浜畑2276番地の１

横島石油基地株式会社
代表取締役社長 堀内 亮
貸借対照表の要旨

(令和７年12月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 242,470
固 定 資 産 
合 計 242,470

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,202
固 定 負 債 
株 主 資 本 241,267
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 231,267
その他利益剰余金 231,267
(うち当期純利益) (243,507)
合 計 242,470

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
万
円
減
少
し
三
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

静
岡
市
葵
区
日
出
町
六
番
地
の
九

六
〇
三
号

株
式
会
社
Ｄ
Ｉ
Ａ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

代
表
取
締
役

伊
田

純
一

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
静岡市葵区日出町６番地の９603号
株式会社ＤＩＡ ＪＡＰＡＮ

代表取締役 伊田 純一
貸借対照表の要旨(令和８年８月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 8,169
固 定 資 産 19,887
資 産 合 計 28,056

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 35,679
株 主 資 本 7,622
資 本 金 50,000
利 益 剰 余 金 57,622
その他利益剰余金 57,622
(うち当期純損失) (20,912)

負債・純資産合計 28,056

第 27 期決算公告 令和８年10月28日
東京都千代田区神田神保町三丁目10番地２

共立ビル８Ｆ
株式会社大空出版

代表取締役 安田 洋明
貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 169,112
固 定 資 産 84,039
資 産 合 計 253,151

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 89,310
固 定 負 債 109,040
株 主 資 本 54,801
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 38,151
利 益 準 備 金 801
その他利益剰余金 37,349
(うち当期純損失) (10,574)
自 己 株 式 3,350
負債・純資産合計 253,151

第 28 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

東京都港区赤坂２丁目５番１号
株式会社リブ・マックス
代表取締役 有山 憲

損益計算書の要旨
自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日

(単位：百万円)
科 目 金 額
売 上 高 56,642
売 上 原 価 10,027
売 上 総 利 益 46,614
販売費及び一般管理
費 36,918
営 業 利 益 9,695
営 業 外 収 益 2,237
営 業 外 費 用 6,069
経 常 利 益 5,862
特 別 利 益 0
特 別 損 失 1
税引前当期純利益 5,861
法人税、住民税及び
事業税 1,520
当 期 純 利 益 4,340

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：百万円)

資 産 の 部 負債及び純資産の部
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 13,464 流 動 負 債 17,286
固 定 資 産 66,760 固 定 負 債 50,298

引 当 金 28
負 債 合 計 67,584
株 主 資 本 12,640
資 本 金 50
利 益 剰 余 金 12,590
純資産合計 12,640

資 産 合 計 80,224 負債・純資産合計 80,224

第５期決算公告 令和８年10月28日
東京都中央区新川一丁目28番38号

株 式 会 社 文 運 堂
代表取締役社長 米川 雅晴

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 387,066
固 定 資 産 9,209
資 産 合 計 396,275

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 264,386
固 定 負 債 215,743
株 主 資 本 83,854
資 本 金 5,000
資 本 剰 余 金 5,000
資 本 準 備 金 5,000
利 益 剰 余 金 93,854
その他利益剰余金 93,854
(うち当期純損失) (39,226)

負債・純資産合計 396,275

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ

Ｇ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｉ
Ｎ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
株
式
会
社

（
住
所
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
鈴
谷
二
丁
目
五

六
三
番
地
）
に
対
し
て
当
社
の
投
資
事
業
に
関
す
る

権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
鈴
谷
二
丁
目
五

六
三
番
地

関
口
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

関
口

拓
造

第 65 期決算公告 令和８年10月28日
埼玉県さいたま市中央区鈴谷
二丁目563番地
関口工業株式会社
代表取締役 関口 拓造

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,410,296
固 定 資 産 1,138,424
合 計 2,548,721

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,415,303
固 定 負 債 314,357
株 主 資 本 819,060
資 本 金 40,000
利 益 剰 余 金 779,060
利 益 準 備 金 4,424
その他利益剰余金 774,636
(うち当期純損失) (42,377)
合 計 2,548,721

第 39 期決算公告 令和８年10月28日
東京都港区芝浦二丁目６番１号
株式会社シーライン東京
代表取締役 小仲井利夫

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 817,938
固 定 資 産 548,063
資 産 合 計 1,366,001

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 392,005
固 定 負 債 370,258
退職給付引当金 123,578
役員退任慰労引当金 6,200
株 主 資 本 603,737
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 150,000
利 益 剰 余 金 403,737
利 益 準 備 金 6,900
(うち当期純損失) (4,626)

負債・純資産合計 1,366,001

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 37 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
東京都大田区平和島五丁目４番１号

シーライン東京シッピング株式会社
代表取締役 野嶋 俊成

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 83,607
固 定 資 産 39,465
資 産 合 計 123,073

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 14,212
固 定 負 債 109,897
退職給付引当金 109,897
株 主 資 本 1,036
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 11,036
(うち当期純利益) (3,087)

負債・純資産合計 123,073

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
八
千
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
一
番
一
号

帝
国
ホ
テ
ル
タ
ワ
ー
一
五
階

株
式
会
社
Ａ
ｕ
ｆ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
ｓ

代
表
取
締
役

長
岡

達
弥

第１期決算公告 令和８年10月28日
東京都千代田区内幸町一丁目１番１号
帝国ホテルタワー15階

株式会社Aufense Technologies
代表取締役 長岡 達弥

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 206
固 定 資 産 0
合 計 206

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5
固 定 負 債 
株 主 資 本 200
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 127
資 本 準 備 金 127
利 益 剰 余 金 26
その他利益剰余金 26
(うち当期純損失) (26)
合 計 206

第 26 期決算公告 2026年10月28日
東京都港区西新橋３丁目23番12号

株式会社イースクエア
代表取締役 本木 啓生

貸借対照表の要旨(2026年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 220,734
固 定 資 産 27,271
繰 延 資 産 527
合 計 248,532

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 57,685
固 定 負 債 35,769
株 主 資 本 155,078
資 本 金 50,000
利 益 剰 余 金 115,235
利 益 準 備 金 4,937
その他利益剰余金 110,298
(うち当期純損失) (14,287)
自 己 株 式 10,157
合 計 248,532

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
六
千
五
百
万

円
減
少
し
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
十
月
十
四
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
赤
坂
五
丁
目
二
番
二
〇
号
赤
坂

パ
ー
ク
ビ
ル
十
九
階

株
式
会
社
Ｋ
Ｃ
Ｃ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

代
表
取
締
役

朴

相
健

第 14 期決算公告 令和８年10月28日
東京都港区赤坂５丁目２番20号
赤坂パークビル19階
株式会社ＫＣＣ ＪＡＰＡＮ

代表取締役 朴 相健
貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 364,515
固 定 資 産 11,195
合 計 375,711

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,239
株 主 資 本 373,471
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 230,000
資 本 準 備 金 165,000
その他資本剰余金 65,000
利 益 剰 余 金 43,471
その他利益剰余金 43,471
(うち当期純利益) (2,150)
合 計 375,711

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
東京都千代田区霞が関三丁目２番１号
霞ヶ関ソリューション株式会社

代表取締役 森谷 泰三
貸借対照表の要旨(令和８年８月31日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 48,241,198
資 産 合 計 48,241,198

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 86,994,089
株 主 資 本 38,752,891
資 本 金 20,000,000
利 益 剰 余 金 58,752,891
その他利益剰余金 58,752,891
(うち当期純損失) (34,787,819)

負債・純資産合計 48,241,198

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
千
六
十
万
円
減
少
し

一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
減
少
す

る
資
本
金
の
全
額
を
そ
の
他
資
本
剰
余
金
と
し
ま

す
。効

力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
四
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

新
潟
県
上
越
市
名
立
区
名
立
大
町
四
二
八
〇

番
一
号

株
式
会
社
ゆ
め
企
画
名
立

代
表
取
締
役

細
谷

貴
雄

第 27 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
新潟県上越市名立区名立大町4280番１号

株式会社ゆめ企画名立
代表取締役 細谷 貴雄

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 150,542
固 定 資 産 22,330
資 産 合 計 172,872

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 66,361
固 定 負 債 31,742
株 主 資 本 74,769
資 本 金 70,600
利 益 剰 余 金 4,169
その他利益剰余金 4,169
(うち当期純損失) (4,576)

負債・純資産合計 172,872

第 12 期 決 算 公 告
令和８年６月 30 日
東京都千代田区平河町二丁目５番７号

ヒルクレスト平河町１Ｆ
一般財団法人
カルチャー・ヴィジョン・ジャパン

代表理事 井上 智治
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 139,954
固 定 資 産 480
合 計 140,434

負
債
及
び
正

味
財
産
の
部

流 動 負 債 17,186
負 債 合 計 17,186
一般正味財産 123,248
正味財産合計 123,248
合 計 140,434

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
不
動
産
管

理
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

三
重
県
桑
名
市
北
魚
町
八
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
大
阪
屋

代
表
取
締
役

竹
中

正
行

三
重
県
員
弁
郡
東
員
町
大
字
穴
太
字
北
九
五

一
九
〇
七
番
一（

乙
）
株
式
会
社
大
阪
屋
産
業

代
表
取
締
役

竹
中

正
行

第 54 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
三重県員弁郡東員町大字穴太字北九五
1907番１

株式会社大阪屋産業
代表取締役 竹中 正行

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 279,344
固 定 資 産 381,489
合 計 660,834

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 124,266
株 主 資 本 536,568
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 516,568
利 益 準 備 金 40,000
その他利益剰余金 476,568
(うち当期純利益) (17,173)
合 計 660,834

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
甲

は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
合

併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及
び
資
本
金
の
額
の

増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
両
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

北
海
道
中
川
郡
美
深
町
字
敷
島
七
二
番
地
二

（
甲
）
株
式
会
社
利
平
興
業

代
表
取
締
役

斉
藤

利
夫

北
海
道
枝
幸
郡
枝
幸
町
歌
登
東
歌
登
四
〇
七

番
地

（
乙
）
株
式
会
社
小
川
興
業

代
表
取
締
役

斉
藤

利
夫

第 17 期決算公告 令和８年10月28日
北海道中川郡美深町字敷島72番地２

株式会社利平興業
代表取締役 斉藤 利夫

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 82,848
固 定 資 産 101,658
資 産 合 計 184,507

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 68,538
固 定 負 債 107,111
株 主 資 本 8,857
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 3,857
その他利益剰余金 3,857
(うち当期純利益) (2,564)

負債・純資産合計 184,507

第 56 期決算公告 令和８年10月28日
北海道枝幸郡枝幸町歌登東歌登407番地

株式会社小川興業
代表取締役 斉藤 利夫

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 5,726
固 定 資 産 24,642
資 産 合 計 30,369

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,154
固 定 負 債 20,518
株 主 資 本 5,696
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 1,296
その他利益剰余金 1,296
(うち当期純損失) (1,056)
自 己 株 式 5,600
負債・純資産合計 30,369

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
伊
勢
原
市
大
山
二
〇
六
番
地
の
一

（
甲
）
株
式
会
社
祥
園

代
表
取
締
役

田
中

祥
雄

神
奈
川
県
伊
勢
原
市
大
山
二
〇
六
番
地
の
一

（
乙
）
株
式
会
社

工
房

代
表
取
締
役

田
中

祥
雄

第 50 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

神奈川県伊勢原市大山206番地の１
株式会社祥園

代表取締役 田中 祥雄
貸借対照表の要旨

(令和８年６月30日現在) (単位：円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 9,185,273
固 定 資 産 10,710,374
合 計 19,895,647

負
債
及
び

純
資
産
の
部

固 定 負 債 6,272,000
株 主 資 本 13,623,647
資 本 金 10,000,000
利 益 剰 余 金 3,623,647
その他利益剰余金 3,623,647
(うち当期純損失) (3,365,519)
合 計 19,895,647

第 36 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

神奈川県伊勢原市大山206番地の１
株式会社工房

代表取締役 田中 祥雄
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 13,249
固 定 資 産 63,743,233
合 計 63,756,482

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 24,893,116
固 定 負 債 25,428,145
株 主 資 本 13,435,221
資 本 金 10,000,000
利 益 剰 余 金 3,435,221
その他利益剰余金 3,435,221
(うち当期純利益) (0)
合 計 63,756,482

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
丁
目
七
番
一
九
号

（
甲
）
株
式
会
社
令
和
工
業

代
表
取
締
役

山
田

富
久

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
丁
目
七
番
一
九
号

（
乙
）
株
式
会
社
パ
ッ
シ
ブ
ホ
ー
ム
名
古
屋

代
表
取
締
役

山
田

富
久

第 15 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
名古屋市中区丸の内三丁目７番19号

株式会社令和工業
代表取締役 山田 富久

貸借対照表の要旨
(令和８年４月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 47,852
固 定 資 産 175
合 計 48,027

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 21,261
株 主 資 本 26,765
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 16,765
その他利益剰余金 16,765
(うち当期純利益) (1,193)
合 計 48,027

第 10 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
名古屋市中区丸の内三丁目７番19号
株式会社パッシブホーム名古屋

代表取締役 山田 富久
貸借対照表の要旨

(令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 58,772
固 定 資 産 9,488
合 計 68,260

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 20,462
固 定 負 債 30,000
株 主 資 本 17,798
資 本 金 18,500
利 益 剰 余 金 701
その他利益剰余金 701
(うち当期純利益) (172)
合 計 68,260

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

広
島
市
佐
伯
区
石
内
上
一
丁
目
七
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
エ
ス
プ
ロ

代
表
取
締
役

杉
田

健
司

広
島
市
佐
伯
区
石
内
上
一
丁
目
七
番
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
ト
レ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役

下
鳴

美
樹

第 26 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
広島市佐伯区石内上一丁目７番１号

株式会社エスプロ
代表取締役 杉田 健司

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 244,154
固 定 資 産 925,470
合 計 1,169,624

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 209,684
固 定 負 債 539,487
株 主 資 本 420,453
資 本 金 50,000
利 益 剰 余 金 370,453
その他利益剰余金 370,453
(うち当期純損失) (10,644)
合 計 1,169,624

第 23 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
広島市佐伯区石内上一丁目７番８号

株式会社トレックス
代表取締役 下鳴 美樹

貸借対照表の要旨
(令和７年10月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 21,616
固 定 資 産 1,292
合 計 22,908

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 3,666
固 定 負 債 14,195
株 主 資 本 5,047
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金  4,952
その他利益剰余金  4,952
(うち当期純損失) (742)
合 計 22,908

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
千
八
百
万
円
減
少
し

五
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
東
横
関
町
字
西
押
見
三

八
三
番
地

株
式
会
社
近
新

代
表
取
締
役

村
田
新
太
郎

第 77 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

滋賀県近江八幡市東横関町字西押見383番地
株式会社近新

代表取締役 村田新太郎
貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,588,201 流 動 負 債 2,887,970
固 定 資 産 4,594,450 固 定 負 債 698,632
繰 延 資 産 564 株 主 資 本 2,596,613

資 本 金 108,000
利 益 剰 余 金 2,512,613
利 益 準 備 金 200,000
その他利益剰余金 2,312,613
(うち当期純損失) (78,380)
自 己 株 式 24,000

資 産 合 計 6,183,215 負債・純資産合計 6,183,215

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
不
動
産
管

理
賃
貸
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し

乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
各
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
町
田
市
金
森
二
丁
目
一
二
番
一
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
エ
ス
テ
ー
ト
平
本

代
表
取
締
役

平
本

秀
範

東
京
都
町
田
市
金
森
二
丁
目
一
二
番
一
三
号

（
乙
）
平
本
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

網
中

諭
江

第 54 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日 東京都町田市金森二丁目12番13号

平本商事株式会社
代表取締役 網中 諭江

貸借対照表の要旨 (令和８年５月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 195,884 流 動 負 債 198,811
固 定 資 産 490,583 固 定 負 債 17,426

株 主 資 本 470,231
資 本 金 24,000
資 本 剰 余 金 16,500
資 本 準 備 金 16,500
利 益 剰 余 金 470,586
利 益 準 備 金 6,000
その他利益剰余金 464,586
(うち当期純損失) (9,261)
自 己 株 式 40,854

合 計 686,468 合 計 686,468

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
千
五
百
一
万
四
千
二

十
五
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
五
千
五
百
一
万
四
千

二
十
五
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
円
、
九
千
万

円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
十
七

日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
目
黒
区
青
葉
台
四
丁
目
六
番
六
号

青
葉
台
ス
タ
ジ
オ
二
階

株
式
会
社
ク
ラ
ス

代
表
取
締
役

久
保

裕
丈

決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
東京都目黒区青葉台四丁目６番６号青葉台スタジオ２階

株式会社クラス
代表取締役 久保 裕丈

貸借対照表の要旨 (令和８年２月28日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 1,816,253 流 動 負 債 1,374,384
固 定 資 産 1,310,087 固 定 負 債 1,751,435
有形固定資産 1,238,691 負 債 合 計 3,125,820
無形固定資産 27,419 株 主 資 本 7,876
投資その他の資産 43,975 資 本 金 10,000

資 本 剰 余 金 90,000
資 本 準 備 金 90,000
利 益 剰 余 金 107,876
その他利益剰余金 107,876
(うち当期純損失) (69,296)
新 株 予 約 権 8,396
純資産合計 520

資 産 合 計 3,126,340 負債・純資産合計 3,126,340

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
百
十
万
円
、
資
本
準

備
金
の
額
を
二
百
十
万
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
五
千

万
円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
伝
馬
町
一
二

五

小
伝
馬
町
Ｙ
Ｓ
ビ
ル
四
階

株
式
会
社
Ｃ
ｕ
ｒ
ｅ
Ａ
ｐ
ｐ

代
表
取
締
役

佐
竹

晃
太

第 12 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日 東京都中央区日本橋小伝馬町12５

小伝馬町ＹＳビル４階
株式会社ＣｕｒｅＡｐｐ
代表取締役 佐竹 晃太

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 2,182,799 流 動 負 債 1,145,387
固 定 資 産 26,319 賞 与 引 当 金 7,783

そ の 他 1,137,603
固 定 負 債 932,455
株 主 資 本 73,832
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 7,313,629
その他資本剰余金 7,313,629
利 益 剰 余 金 7,289,796
その他利益剰余金 7,289,796
(うち当期純損失) (802,867)
新 株 予 約 権 57,443

資 産 合 計 2,209,119 負債・純資産合計 2,209,119

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
新
宿
区
高
田
馬
場
一

二
四

二
七

ド
ゥ
マ
ー
ル
市
川
二
〇
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ハ
ピ
ネ
ス
ケ
ア

代
表
取
締
役

髙
田
喜
一
郎

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
五

三
〇

一
五

（
乙
）
株
式
会
社
イ
ン
ホ
ー
ム

代
表
取
締
役

髙
田
喜
一
郎

令和８年10月28日
東京都新宿区高田馬場１2427
ドゥマール市川201号

株式会社ハピネスケア
貸借対照表の要旨(令和８年２月28日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 210,888
固 定 資 産 9,667
資 産 合 計 220,555

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 77,214
(賞与引当金) (6,910)
固 定 負 債 5,440
(退職給付引当金) (2,400)
株 主 資 本 137,901
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 132,901
利 益 準 備 金 1,250
その他利益剰余金 131,651
(うち当期純利益) (45,404)

負債・純資産合計 220,555

令和８年10月28日

東京都渋谷区千駄ヶ谷５3015

株式会社インホーム
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 25,668
固 定 資 産 397
資 産 合 計 26,066

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 15,712
固 定 負 債 9,957
株 主 資 本 396
資 本 金 2,000
利 益 剰 余 金 1,603
その他利益剰余金 1,603
(うち当期純利益) (10,408)

負債・純資産合計 26,066

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
一
丁
目
七
番
地
相
互

半
蔵
門
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
一
〇
階

（
甲
）
グ
ロ
ー
ブ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式

会
社

代
表
取
締
役

谷
川

佳
朗

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
一
丁
目
七
番
地
相
互

半
蔵
門
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
一
〇
階

（
乙
）
グ
ロ
ー
ブ
・
コ
ア
ク
ロ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

谷
川

佳
朗

第 15 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

東京都千代田区麹町一丁目７番地
相互半蔵門ビルディング10階

グローブマーケティング株式会社
代表取締役 谷川 佳朗

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 392,715,928
固 定 資 産 185,947,694
資 産 合 計 578,663,622

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 288,575,660
固 定 負 債 205,660,000
株 主 資 本 84,427,962
資 本 金 40,000,000
利 益 剰 余 金 44,427,962
その他利益剰余金 44,427,962
(うち当期純利益) (21,316,226)

負債・純資産合計 578,663,622

第 ４ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

東京都千代田区麹町一丁目７番地
相互半蔵門ビルディング10階
グローブ・コアクロス株式会社

代表取締役 谷川 佳朗
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 20,023,339
資 産 合 計 20,023,339

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,076,200
株 主 資 本 15,947,139
資 本 金 10,000,000
利 益 剰 余 金 5,947,139
その他利益剰余金 5,947,139
(うち当期純利益) (15,193,855)

負債・純資産合計 20,023,339

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
七
日

掲
載
頁

二
頁

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

福
岡
市
中
央
区
大
名
二
丁
目
九
番
二
三
号

（
甲
）
総
合
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

多
田
荘
一
郎

茨
城
県
那
珂
郡
東
海
村
大
字
照
沼
三
〇
番
地

の
四

（
乙
）
ひ
た
ち
な
か
薬
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
山

佳
造

第 33 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

茨城県那珂郡東海村大字照沼30番地の４
ひたちなか薬業株式会社
代表取締役 松山 佳造

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 578,198 流 動 負 債 409,825
固 定 資 産 87,067 固 定 負 債 13,636

株 主 資 本 241,804
資 本 金 7,200
資 本 剰 余 金 56
資 本 準 備 金 56
利 益 剰 余 金 253,503
利 益 準 備 金 12,200
その他利益剰余金 241,303
(うち当期純損失) (20,105)
自 己 株 式 18,955

資 産 合 計 665,265 負債・純資産合計 665,265

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
三
丁
目
三
番
一
三
号

西
新
宿
水
間
ビ
ル
六
階

（
甲
）
株
式
会
社
ビ
ッ
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役

大
岡

周
平

東
京
都
渋
谷
区
神
南
一
丁
目
一
一

四
Ｆ
Ｐ

Ｇ
リ
ン
ク
ス
神
南
五
階

（
乙
）
株
式
会
社
エ
ス
オ
ー
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

平
山

竜
海

決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
東京都新宿区西新宿三丁目３番13号
西新宿水間ビル６階
株式会社ビッグパートナーズ

代表取締役 大岡 周平
貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 183,891
固 定 資 産 5,981
合 計 189,873

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 159,740
固 定 負 債 4,641
株 主 資 本 25,490
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 24,490
その他利益剰余金 24,490
(うち当期純利益) (7,947)
合 計 189,873

決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

東京都渋谷区神南一丁目11４
ＦＰＧリンクス神南５階
株式会社エスオーサービス

代表取締役 平山 竜海
貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 23,982
合 計 23,982

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 15,842
株 主 資 本 8,140
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 7,140
その他利益剰余金 7,140
(うち当期純利益) (7,140)
合 計 23,982

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 54 期決算公告 令和８年６月25日
東京都品川区西五反田三丁目９番23号

サンユー工業株式会社
代表取締役 清水 秀俊

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 2,412,065
固 定 資 産 1,367,831
合 計 3,779,896

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 321,809
固 定 負 債 113,370
株 主 資 本 3,344,717
資 本 金 80,000
資 本 剰 余 金 168,295
資 本 準 備 金 168,295
利 益 剰 余 金 3,143,007
(利益準備金) (32,000)
(うち当期純利益) (246,206)
自 己 株 式 46,585
合 計 3,779,896

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
合
同
会
社

和
田
（
住
所
石
川
県
能
美
市
道
林
町
ト
二
九
番
地
）

に
対
し
て
当
社
の
不
動
産
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務

を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

福
井
県
福
井
市
大
瀬
町
第
六
号
三
七
番
地

株
式
会
社
和
田

代
表
取
締
役

坂
本

創

第 53 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

福井県福井市大瀬町第６号37番地
株 式 会 社 和 田
代表取締役 坂本 創

貸借対照表の要旨(令和８年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 7,100
固 定 資 産 29,268
合 計 36,368

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,193
固 定 負 債 21,845
株 主 資 本 9,329
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 670
その他利益剰余金 670
(うち当期純利益) (872)
合 計 36,368

第 15 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

東京都豊島区東池袋２60２
池袋パークハイツ２階
ラティテュード株式会社
代表取締役 カスタニエ香織

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 8,591
固 定 資 産 7,379
繰 延 資 産 133
資 産 合 計 16,104

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 3,526
株 主 資 本 12,578
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 11,578
その他利益剰余金 11,578
(うち当期純損失) (1,401)

負債・純資産合計 16,104

第 ７ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

東京都千代田区霞が関三丁目２番１号

ＦＨＧ ｈｏｔｅｌｓ株式会社
代表取締役 緒方 秀和

損益計算書の要旨
自 令和７年９月１日
至 令和８年８月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
売 上 高 17,896
売 上 原 価 12,945
売 上 総 利 益 4,951
販売費及び一般管理
費 1,143
営 業 利 益 3,807
営 業 外 収 益 1,343
営 業 外 費 用 158
経 常 利 益 4,992
特 別 損 失 12
税引前当期純利益 4,979
法人税、住民税及び
事業税 1,137
法人税等調整額 22
当 期 純 利 益 3,819

貸借対照表の要旨(令和８年８月31日現在)(単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 3,398 流 動 負 債 4,631
固 定 資 産 20,098 固 定 負 債 5,252

株 主 資 本 13,613
資 本 金 1,855
資 本 剰 余 金 1,884
資 本 準 備 金 1,884
利 益 剰 余 金 9,874
その他利益剰余金 9,874

資 産 合 計 23,497 負債・純資産合計 23,497

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
府
吹
田
市
広
芝
町
九
番
三
三
号

（
甲
）
日
本
Ｐ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

家
喜

信
行

東
京
都
港
区
六
本
木
二
丁
目
四
番
五
号
六
本
木

Ｄ
ス
ク
エ
ア

（
乙
）
ミ
ナ
ソ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

篠
原

崇

第９期決算公告 令和８年10月28日
東京都港区六本木二丁目４番５号
六本木Ｄスクエア

ミナソル株式会社
代表取締役 篠原 崇

貸借対照表の要旨(令和８年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 76,764
固 定 資 産 2,725
資 産 合 計 79,490

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 40,487
賞 与 引 当 金 3,696
固 定 負 債 3,317
株 主 資 本 35,685
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 25,685
その他利益剰余金 25,685
(うち当期純利益) (27,610)

負債・純資産合計 79,490

第 25 期 決 算 公 告

令和８年 10 月 28 日

大阪府吹田市広芝町９番33号

日本ＰＣサービス株式会社

代表取締役 家喜 信行

貸借対照表の要旨
(令和８年８月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 1,392,265
固 定 資 産 728,246
有形固定資産 56,770
無形固定資産 21,254
投資その他の資産 650,221

資 産 合 計 2,120,511

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,232,828
賞 与 引 当 金 6,025
固 定 負 債 698,321
株 主 資 本 192,564
資 本 金 360,058
資 本 剰 余 金 212,597
資 本 準 備 金 212,597
利 益 剰 余 金 379,657
その他利益剰余金 379,657
(うち当期純損失) (268,247)
自 己 株 式 433
評価・換算差額等 3,203
その他有価証券評価
差額金 3,203

負債・純資産合計 2,120,511

第 16 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
兵庫県伊丹市平松５丁目３21２
ＰｉｅｃｅＰｏｉｎｔ株式会社

代表取締役 山﨑 淳朗
貸借対照表の要旨

(令和８年７月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 7,038
固 定 資 産 8,000
合 計 15,038

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 10,561
株 主 資 本 4,477
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 3,477
その他利益剰余金 3,477
(うち当期純損失) (1,344)
合 計 15,038

第 16 期決算公告 令和８年10月28日
札幌市北区新琴似五条十六丁目５番15号

ライトレート株式会社
代表取締役 十河 馨

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 214,806
固 定 資 産 630,961
繰 延 資 産 341
合 計 846,110

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 81,678
固 定 負 債 590,030
株 主 資 本 174,401
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 11,500
利 益 剰 余 金 152,901
利 益 準 備 金 600
その他利益剰余金 152,301
(うち当期純利益) (38,150)
合 計 846,110

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第 20 期 決 算 公 告
令和８年９月８日 沖縄県沖縄市久保田三丁目11番１号

プラザハウスフェアモール２階
沖縄バスケットボール株式会社

代表取締役社長 仲間 陸人
貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,667,778,604流 動 負 債 892,549,343
固 定 資 産 207,937,847固 定 負 債 173,115,000

株 主 資 本 810,052,108
資 本 金 65,800,000
資 本 剰 余 金 75,673,750
資 本 準 備 金 23,736,875
その他資本剰余金 51,936,875
利 益 剰 余 金 668,578,358
利 益 準 備 金 625,800
その他利益剰余金 667,952,558
(うち当期純損失) (31,302,608)

資 産 合 計 1,875,716,451負債・純資産合計 1,875,716,451

第 58 期 決 算 公 告
令和８年９月 25 日

東京都千代田区神田駿河台四丁目２番５号
株式会社コクサイ商事
代表取締役 吹田 武史

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年７月31日現在) (単位：百万円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 8,175 流 動 負 債 2,670
固 定 資 産 5,710 賞 与 引 当 金 7

固 定 負 債 36
退職給付引当金 36
株 主 資 本 11,178
資 本 金 22
利 益 剰 余 金 11,536
利 益 準 備 金 7
その他利益剰余金 11,529
(うち当期純利益) (743)
自 己 株 式 380

資 産 合 計 13,885 負債・純資産合計 13,885

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
関
連
部
材
製
造
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
の
一
部
を

承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

滋
賀
県
東
近
江
市
青
野
町
四
六
〇
〇
番
地

（
甲
）
エ
ー
ア
イ
テ
ィ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

森
藤

隆
志

滋
賀
県
東
近
江
市
青
野
町
四
六
〇
〇
番
地

（
乙
）
エ
ン
ゼ
ル
ト
ラ
ン
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

森
藤

隆
志

第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日 滋賀県東近江市青野町4600番地

エーアイティー株式会社
代表取締役 森藤 隆志

貸借対照表の要旨 (令和７年12月31日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 376 流 動 負 債 278
固 定 資 産 9 固 定 負 債 4

退職給付引当金 4
株 主 資 本 103
資 本 金 10
資 本 剰 余 金 3
その他資本剰余金 3
利 益 剰 余 金 89
その他利益剰余金 89
(うち当期純利益) (89)

資 産 合 計 386 負債・純資産合計 386

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日 滋賀県東近江市青野町4600番地

エンゼルトランプ株式会社
代表取締役 森藤 隆志

貸借対照表の要旨 (令和７年12月31日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 8,413 流 動 負 債 9,067
固 定 資 産 10,841 固 定 負 債 93

退職給付引当金 93
株 主 資 本 10,093
資 本 金 10
資 本 剰 余 金 1,412
その他資本剰余金 1,412
利 益 剰 余 金 8,670
利 益 準 備 金 2
その他利益剰余金 8,668
(うち当期純利益) (6,940)

資 産 合 計 19,254 負債・純資産合計 19,254
 当期純利益には特別利益が含まれている

第 55 期 決 算 公 告
令和８年９月 17 日

岡山県赤磐市徳富363番地
備前化成株式会社

代表取締役 清水 富江
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 10,180,981 流 動 負 債 1,822,674
固 定 資 産 6,722,091 固 定 負 債 4,278,316

株 主 資 本 10,802,083
資 本 金 50,000
資 本 剰 余 金 35,000
資 本 準 備 金 35,000
利 益 剰 余 金 12,849,628
利 益 準 備 金 70,000
その他利益剰余金 12,779,628
(うち当期純利益) (133,989)
自 己 株 式 2,132,546

資 産 合 計 16,903,072 負債・純資産合計 16,903,072

第 48 期 決 算 公 告
令和８年９月 29 日 大阪府大阪市淀川区西中島六丁目１番１号

テス・エンジニアリング株式会社
代表取締役 髙崎 敏宏

貸借対照表の要旨 (令和８年６月30日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部

流 動 資 産
固 定 資 産

資 産 合 計

42,037
42,364

84,402

負債及び純資産の部
流 動 負 債
(うち賞与引当金)
うち契約損失引当
金 
うち工事損失引当
金 
うち完成工事補償
引当金 
固 定 負 債
うち退職給付引当
金 
負 債 合 計
株 主 資 本
資 本 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金

評価・換算差額等
その他有価証券評価
差額金
繰延ヘッジ損益
純資産合計
負債・純資産合計

54,876
(363)
(42)
(54)
(86)

12,406

(468)
67,282
17,033
100

16,933
25

16,908
85

 1

86
17,119
84,402

損益計算書の要旨 自 令和７年７月１日
至 令和８年６月30日 (単位：百万円)

科 目
売 上 高
売 上 原 価
売 上 総 利 益
販売費及び一般管理
費
営 業 損 失
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用
経 常 利 益

金 額
32,663
27,389
5,274

5,357

83
3,871
1,481
2,306

科 目
特 別 利 益
特 別 損 失
税引前当期純利益
法人税、住民税及び
事業税
法人税等調整額
当 期 純 利 益

金 額
－
104
2,201

626

6
1,568

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
不
動
産
管

理
賃
貸
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し

乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
各
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
江
戸
川
区
中
葛
西
七
丁
目
二
九
番
七
号

（
甲
）
Ｈ
Ｎ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
久
間
晴
俊

東
京
都
江
戸
川
区
中
葛
西
七
丁
目
二
〇
番
一
一
号

（
乙
）
佐
久
間
運
送
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
久
間
晴
俊

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
東京都江戸川区中葛西七丁目29番７号

Ｈ Ｎ 株 式 会 社
代表取締役 佐久間晴俊

貸借対照表の要旨
(令和７年10月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 17,308
固 定 資 産 106,314
合 計 123,622

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 11,353
固 定 負 債 83,972
株 主 資 本 28,297
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 23,297
その他利益剰余金 23,297
(うち当期純利益) (40)
合 計 123,622

第 60 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
東京都江戸川区中葛西七丁目20番11号

佐久間運送株式会社
代表取締役 佐久間晴俊

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 155,881
固 定 資 産 368,202
合 計 524,083

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 72,918
固 定 負 債 170,318
株 主 資 本 280,846
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 270,846
その他利益剰余金 270,846
(うち当期純利益) (38,095)
合 計 524,083

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

岐
阜
県
可
児
市
徳
野
南
二
丁
目
八
五
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
シ
テ
ィ
不
動
産

代
表
取
締
役

呉
本

勝
男

岐
阜
県
可
児
市
土
田
大
脇
四
八
〇
〇
の
一

（
乙
）
株
式
会
社
シ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

可
児

代
表
取
締
役

呉
本

隆
一

第 24 期決算公告 令和８年10月28日
岐阜県可児市徳野南二丁目85番地

株式会社シティ不動産
代表取締役 呉本 勝男

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 4,364,558
固 定 資 産 3,931,995
繰 延 資 産 110,000
合 計 8,406,554

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,269,527
固 定 負 債 10,820
株 主 資 本 7,126,207
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 1,372,741
その他資本剰余金 1,372,741
利 益 剰 余 金 5,743,465
その他利益剰余金 5,743,465
(うち当期純利益) (1,951,039)
合 計 8,406,554

第 16 期決算公告 令和８年10月28日
岐阜県可児市土田大脇4800の１

株式会社シティプランニング可児
代表取締役 呉本 隆一

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 288,315
固 定 資 産 469,949
合 計 758,264

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 379,106
固 定 負 債 27,230
株 主 資 本 351,928
資 本 金 500
資 本 剰 余 金 119,680
その他資本剰余金 119,680
利 益 剰 余 金 231,748
その他利益剰余金 231,748
(うち当期純利益) (134,890)
合 計 758,264

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
、
丙
及
び
丁
の
権
利

義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
、
丙
及
び
丁
は
解
散

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
十
月
二
十
八
日

茨
城
県
つ
く
ば
市
吉
瀬
九
五
四
番
地
五

（
甲
）
株
式
会
社
キ
ャ
ピ
タ
ル
茨
城

代
表
取
締
役

細
田

栄
子

茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町
大
字
荒
川
本
郷
一
九
一

番
地
五

（
乙
）
ホ
ソ
ダ
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

細
田

栄
子

茨
城
県
つ
く
ば
市
吉
瀬
九
五
四
番
地
五

（
丙
）
細
田
興
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

柴
原

至

茨
城
県
つ
く
ば
市
吉
瀬
九
五
四
番
地
五

（
丁
）
株
式
会
社
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
つ

く
ば

代
表
取
締
役

細
田

利
夫

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 70,596
固 定 資 産 2,379
合 計 72,976

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 20,907
固 定 負 債 1,666
株 主 資 本 50,401
資 本 金 17,000
利 益 剰 余 金 33,401
その他利益剰余金 33,401
(うち当期純利益) (1,165)
合 計 72,976

第 33 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

茨城県つくば市吉瀬954番地５
細田興産株式会社

代表取締役 柴原 至
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 19,486
固 定 資 産 60,609
合 計 80,095

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 33,628
固 定 負 債 10,308
株 主 資 本 36,158
資 本 金 35,000
利 益 剰 余 金 1,158
その他利益剰余金 1,158
(うち当期純損失) (2,522)
合 計 80,095

第 39 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

茨城県つくば市吉瀬954番地５
株式会社キャピタル茨城
代表取締役 細田 栄子

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 59,077 流 動 負 債 31,548
固 定 資 産 70,890 固 定 負 債 108,535

負 債 合 計 140,083
株 主 資 本 10,116
資 本 金 45,000
利 益 剰 余 金 55,116
その他利益剰余金 55,116
(うち当期純損失) (43,794)
純資産合計 10,116

資 産 合 計 129,968 負債・純資産合計 129,968

第 27 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日

茨城県つくば市吉瀬954番地５
株式会社ディベロップメントつくば

代表取締役 細田 利夫
貸借対照表の要旨

(令和８年４月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 41,468
固 定 資 産 12,255
合 計 53,723

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 36,292
固 定 負 債 22,002
株 主 資 本 4,571
資 本 金 23,000
利 益 剰 余 金 27,571
その他利益剰余金 27,571
(うち当期純損失) (18,156)
合 計 53,723

第 43 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 28 日
茨城県稲敷郡阿見町大字荒川本郷191番地
５

ホソダハウス株式会社
代表取締役 細田 栄子

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 
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